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W．調　査　結　果

1．　群　落　区　分

　調査区内において，計7か所で植生調査が行なおれ，その内の4か所に永久植生調査枠が設定

されている。これら7か所から得られた植生調査資料は，林床植生の種組成的な違いセとよって，

林床植生区分が行なわれた。本調査区のスギ，ヒノキ植林は，大きく2つの林床植生型に．区分さ

れる。

　　D　アズマネザサ群

　テイカカズラ，アズマネザサ，ガマズミ，カキノキ，ヤツデ，シロダモ，タチシ太デ，ヤマコ

ウバシ，スイカズラ，タチドコロ，ヤマツツジ，ヤマユリ，イボタノキ，リョウブなど多くの種

群によって区：分される。アズマネザサ群は，比較的粗放な管理が行なわれているスギ，ヒノキ植

林と判定される。種組成的には非常に多くの種が生育しており，100種を越える植分もみられる。

シラカシ，テイカカズラ，ピサカキ，シロダモ，ベニシダなど潜在自然植生の構成種が高い被度

で生育している。土壌はA層が厚く，団粒状構造が良く発達しており，表層は軟かい。アズマネ

ザサ群は更に2亜門に下位区：分される。

　　　i．エノキ亜群（A－1，A－2，　A－7）

　　　ii．ニガキ亜群（A－5，　A－6）

　　2）　オオバジャノヒゲ群（A－3，4）

　オオバジャノヒゲ群は，オオバジャノヒゲ，ナライシダ，ニガナによって匿分される。比較的

緩やかな谷沿いの斜面に立地する植分で，ミゾシダ，ナライシダ，ミズタマソウ，カノツメソウ

など，やや湿性～適潤性の種群が生育している。出現種数は70種前後と，アズマネザサ群ほどで

はないが豊富である。

　土壌はアズマネザサ群と同様に良く発達し，腐植に富んだ厚いA層をもつ。林床の管理はアズ

マネザサ群よりも良くなされている。

2．　群　落　動　態

　昭和59～62年に7回にわたって行なわれた植生動態調査は，各植生調査枠毎に，階層構造，群

落の特性および階層別に見た構成種の動態がまとめられた。階層構造は以下に示す群落階層構造

図で表わされている。

　調査の結果明らかにされた点の多くは，年間の季節を通して観察される季節的な種の変動であ
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る。遷移などの経年的な群落動態については，調査期間内には大きな変動は現れていない。むし

ろ3年間の種の変動の要因としては，下草刈りなどの入間の営力による影響が最も大きいといえ

る。

　　　　　　Fig．8　調査区内のスギ，ヒノキ植林の林床植生。

　Unterwuchsvegetation　in　den　Forsten　von　C7ツμo〃露θガα農圃。η∫6α，　Clzα1πα8受yρα万5

06伽∫αin　der　Aufnahmefl乞chen．
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　　　　　　　　Tab．2　調査区の群落組成表　Gesellschaftstabelie

1：π8∫oδZα♂165clz加。－Gruppe　アズマネザサ群

　　a：　Cβ〃f∫ε∫πθπ5∫∫vaLノ砂。πf6α一Subgruppe　二ニノキ亜群

　　b：乃℃プα∫η3α9駕55fof4θ5・Subgruppe　ニガキ亜群

2：　Cやんf（4）ogoη1）Zα2z∫∫ぐ曜）z‘5－Gruppe　オオバジャノヒゲ群

Spalte：

Lfd。一Nr：

Fel（1．Nr．＝

　　　　　　　　　　wA屠
H6he茸．　Meer（m）：

Exposltion：

Neigung　（。）：

Gr6βe　d．　Probef1註che（m2）＝

H6he　d。　Baumschicht－1（m）：

Deckung　d．　Baumschichレ1（％）：

Hδhe　d．　Baumschicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht　（m）

Deckung　d．　Strauchschicht（％）二

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

群落区分

通　し番号

調査番号

海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
高木層の高さ
高木層の植被率

亜高木層の高さ

亜高木層の植被率

低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現畳数
Gepflanzte　Baume：

　αツμo〃～θパαブ砂。／z／cα

　Cんα1πα♂（＝y♪αノ¶∫50う≠9己5α

Trennarten　d。　Gruppe＝

Tノ・αぐ1～8ZO．ψθノブノ耀’♪～．翻漉α’〃’var。

fπ’8プ〃～〔ヨ4救θノ～

翅8foうZα5‘～4∫CILカ～O

V乃z6プノ～7〃μ4πα’α’z‘ノμ

八セoZ髭58α581ゴ0θα

Eα孟∫毎卿07z廊α

∠）∫o吻ノ卿05ゐαん∫

RILOげ048π♂2’0πゐαθノ24ゾ診万

エ万。∬oプθα92ucゴZZカ1～α

L∫z∫z〃πα1〃・α孟躍〃

87πf♂α謬2～ψ♪02～ノ6α

Lゼπ4θ7’αgzα曜α

Lo／z∫c87uブ妙。η∫6α

L∫9麗5かwμo腕μ5〃b～fτ〃π

C♂θ彦1L2一αδαプう珈87’η∫3

植栽樹種

　スギ

　ヒノキ

群区分種

テイカカズラ

アズマネザサ

ガマズミ

シロダモ

ヤツデ

カキノキ

ヤマツツジ

タチドコロ

ヤマユリ

タチシオデ

ヤマコウバシ

スイカズラ

イボタノキ

リョウブ

B1，B2

B1，B2

B2
S

K
S

S

S

S

K
S

S

K
K
K
S

S

K
S，K
　　S

1

a 1 b

2

　1

　A
　1
100

NE
　20

300

　13

　80

1．5

60

0．3

40

91

2

A
2

100

0

400

玉5

70

8

2

2

40

0．3

70

101

3　　4

A　　A

5　　7

100　105

SNE
20　20

200　200

16　13

80　80

1．5

40

0．5

80

75

5　　6

A　　A

6　　3

110　110

WNE
25　15
100　100

　　6
　　35
2　　1

40　30
0．3　0．5

80　80

68　72

17

70

7

A
4

110

E
30

100

13

80

1．5　2．5

30　50
0．3　0．3

60　80

60　71

4・4　4・3　4・4　5。4　3。3　4・3　4・3

1・1　3。3　　2・2　　王・2　　1・2　　1・2　　2・2

●

2・3

3・4

2・2

十

十

十

。

十

十

1・2

十

1・2

十

。

十

。

十・2　・

　・　1・2

3・3　4・4

1・2　1・2

十・2十・2

十　十・2

十

十

十

・

●

o

十

十

十・2

十

十

十

・　十・2

1・2　・

4・4　4・4

1・2　2・2

十　十・2

十　　・

十　　・

o　　　　　　　　・

十

十

十

。

十

十

・　　　十・2十・2

十　　　　十・2　・

十　　・　　十　十・2

十　　・　　・　　十

2・3　十。2　　・　　十

十　　十　十・2十・2

十　　十　　1。2　2・2

●

・　　　　　　　　o

●　　　　　　　　■

o　　　　　　　　●

o

・　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　○

●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　o

●

．　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●

・　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●



　Lo痂6θプα9ブα‘だψ85

　V泌πrππ7π「ωプfgん痂

　1わππんfαεα辺∫ZJo5αvar．　Z46U∫5

　π8露2／Z6ππゆ0融

　Bθ2τゐθ2πfαプα‘87π05α

　ノ珍ゐαηαη彦んθα宴）θ㎎

　Pbθ48プ∫α∫α切ζ♂θπ5　var．フπα∫7・θゴ

　αθ〃3α古f5オθrπ解orα

Trennarten　d．　SubgrupPe：

C幽55∫η6η5ゴ5var。メ⑫0η蜘

Rゐz己∫〃23う匁z薦

　ノICαπ疏ρカαπα露ゆ’π05Z45

　EZαθ昭ηπ591αうrα

　勘π読πα6Jo〃Zθ5’∫Cα

　雌あ05η露αηリノがα漉1薦

　品況6μα‘55fθ60Z読α2薦

　5α5απ吻。η∫αz

　O52πz醒磁ブ妙。加。α

　．A々8う毎（～認πα’α

　Eμoη二y規z郎αZα如3

　Rπ醒ααゐαηθ

Trennarte鷺d．　SubgrupPe：

　P冨α闇α5ノπαg躍Z∬fo∫漉5

　L8⑫84θπαうfco♂07’f．αo漉ヴbZ∫α

　E妙ん。ブろfαρθたfπ8π5∫∫

Trennarten　d．　GrupPe：

の痂ρク090πμαπ∫∫6妙Z65

ゐ砂孟orz6ノη0ん2’α2π∫9麗θ♂たZπ4

動8ガ5ぬπ∫α’α

ヤマウグイスカグラ

　　ミヤマガマズミ

　　カマツカ

　　アオハダ

　　クマヤナギ

　　ムクノキ

　　ヘクソカズラ

　　センニンソウ

　亜群区分種

　　工．ノキ

　　ツタウルシ

　ヤマウコギ

　ツルグミ

　ナンテン

　アワブキ

　ニワトコ

　ミヤコザサ

　ゼンマイ

　アケビ

　ニシキギ

　アカネ

亜群区分種

　ニガキ

　ヤマハギ

　タカトウダイ

群区分種

S，K
　　S

　　S

　　S

S，K
　　S

　　K

　　K

S，K
　　S

　　K

　　S

　　S

　　S

　　S

　　S

　　K

　　K

　　K

　　S

　　K

S

K
K

オオバジャノヒゲ　　K

ナライシダ　　　　　K

ニガナ　　　　　　　K

A誓tend．Camellietealapon圭cae：

Qπ8螺∫ノηッr5軸心bZ∫α

Qπθπz4591αzκα

Eμ型α、ゆ。漉6α

の痂（ψ090η0ん割が

L〃∫（ψβμα轡妙」♂α

Dγツ｛ψ’θガ∫θ7ツ彦1Lプ0502・α

．Aプ4∫5如加。ηゴ。α

D型（や’θ万5ろf∬θあαηα

Lfgπ5∫ブπη3卿。π’伽規

P診プ5θα忽）o加。α

温gdθrαプん0ηZ6θα

πrπ5か。θη3∫α8ツ〃切α2～疏〃α

π麗f泌曜2rα

エ）妙んπψゐメ♂Zご7πηZα0プ｛功0ぬノπ

ヤブッバキクラスの種

　シラカシ

アラカシ

ピサカキ

ナガパジャノヒゲ

ヤブラン

ベニシダ

ヤブコウジ

ヤマイタチシダ

ネズミモチ

タブノキ

キヅタ

モッコク

モチノキ

ユズリハ

S

K
S

K
S

K
K
K
K
K
S

S

K
K
S

S
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．　　　　　　　■

・　　　　　　　○
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・　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　●
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％どzo勉yαエψμ5ノ∂π吻β∫

P伽ゼ5〃躍肱卵ぬ

Begleiter：

5’砂んzηαπ4ア’αゴノz6ゴ5α

Rん％3オ7囑f6ん0‘αゆα

CαZ砒αゆαブψoπ∫‘α

3‘θgπ08’2．αノπηZα∫＞090∫　subsp．刀zoZ距∬ゼη3α

B7－OZ6∬0πε扉α為α窯加0々ゴ

君7層∫5α8ノπαブ妙022f伽ノπ

⑤yη8∫Zθ∫∫5ραZ〃3α’α

24んθ腕α々ガb〃α∫α

A／2ψ8Zo少5なみ7層8ηψθ4θ4μηα4α孟α

Cα∫オαη8αα一θηαオα

慨∫’6プ如ノZo1閣劾〃z4α

2％3’α　7π0／2診απα

5診＠ゐ∠yZ8α6z〃23αZ4α

VfoZα91フ少ocθノーα∫

5αんfαηψρoπ∫oα

3〃3∫Zα灘61L加α

Co402zρ♪∫∫5　ZζηzoθoZα如

y∫oZごzた8∫3々θff．oた㍑ろ。∫

Qz己θプαf55θ2γα彦α

5痂zα餌ψα廊var．26∬τ〃¶f6π∫∫∫

1乃喪y2鹿∫η3αc7ηρoぼα

　シゴロ

イノモトソウ

随伴種

　コゴメウツギ

ヤマウルシ

ムラサキシキブ

　　　　　サ　　　　　　　　　　　ミゾシタ

S

K

　　　　　　　S
　　　　　　　S
　　　　　　　S
　　　　　　　K
コウゾ　　　 S，K

マムシグサK
ヤブレガサ　　　　　K

ミツバアケビ　　　　K

ノブドウ　　　　　　　B2，　S

　　　　　　　K
クリ　　　　S，K
フジ　　　　　　S
オオバギボウシ　　　K

ミツバウツギ　　　　　　S

タチツボスミレ　　　K

キバナアキギリ　　　K

サルトリイバラ　　　S

　　　　　　　K
ツルニンジン　　　　K

ケマルハスミレ　　　K

コナラ　　　　　S

　　　　　　　K
シオデ　　　　　S

　　　　　　　K
ヤマホトi・ギス　　　K

君∫彦81一αgθ2一α’o∫465var．1～α7一α6　f．．♂8z‘侃2τ彦1躍∫　シロヨメナ　K

Ho醜彦zりηz～αω2’諏’α

α層舵αノ砂。η∫cα

3砂2噌α即ブψoπゼ6α

搬アγπαoうZoπ9ヴbZぬ

1万砂07層躍7z　5η認αo∫2z麗2μ

ドクダミ　　　　K
コクサギ　　　　S，K：

エゴノキ　　　　 S

ナガバハエドクソウ　K

チゴユリ　　　　　K
旧聞加θ伽ノπ97uπ4壇・プ㈱var・オ伽加gfαηオ‘〃’

　　　　　　　　　　　イカリソウ
，A孟なy29∫躍πツ。々0∫C8刀3θ
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イヌワラビ
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　　　　　　　　　　　コチヂミザサ
Cα膨6αゆα2πo漉5　　　　　　　　ヤブムラサキ

毛抜zgηo麗α0う0ηα彦α

Zαη疏。塔ツZぼ4η3ρψθ2’歪’z‘ノπ

Yα〃zg脇ノ4ρo加‘ρ
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オニ．タビラコ

K
K
K
K
K

K
S

K
S

S

K
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●　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　・　　　　　‘　o

十

十

3。3　十。2　2・2　2・3　　十　　　。　　1・2
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Aフ・α〃α8zα彦α

Cα2一θ∬μ5油垢噂〃毎∫

Pプππ㍑5妙8ノー（～｛濯2z6～α

丑。友yluη疏θ∫ノ砂。ノ～∫oα

1ぴ∫∫ノπα‘11fα61L8彦んノ岬。配ε5

ChZo2・αノπんz‘∫5θη・｛τ古μ3

Rzノ・疏θπ06f∬昂∫孟7噂∫oπ幼∫4α孟α

5ノπだα灘5甜60」4廊　　　　　　　　　ヤマカシュウ　　S，K

Rπδz45ραZ’πα薦∫var．ご（4）彦oρんメ伽5　モミジイチゴ　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
Boθん規8ノ』∫α51＞此砿α　　　　　　　　コアカソ　　　　　　S

／1劾5Z加6αα08ノ’ケbZfαvar．5～4ゐ妙04αオクモミジバグマK
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S，K

HθZταfπg∫α惣07z乞ごα

蜘ノ』μ∫加ノπδツ厩∫

C♂（ヲプ048π諭’oπ’プ∫（71zoオ。η膨ηz

G夕π05オθη〃ηα汐8πオψ1Lメ伽ηz

D8∫ノπo読〃πoη，んメZπ〃多

Ro5αηzz4髭ヴ♂07』α

タラノキ

ホソモソジスゲ

カスミザクラ
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クサギ
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Cαア’ε謬ραノ℃ザ♂07－αvar．刀3αc1’ogZo∬5αコジュズスゲ

V乃πプππノπρんZβう。か闇ゴc1薦η↓

砺4rαη98α1z∫7幽彦α
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出現1回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd－Nr．1：Cαフ～π5加α疏塑04αクマノミズキS一十，　Hyみα2zg8α

ραπ∫6z4Zα確　ノリウツギS一十，　Clz♂oアーα漉1耀5ノ妙。π∫6μ5　ヒトリシズカ　K一十・2，助∫o∫ノb14伽η6’ホ

　ドイモK一十・2，D¢∫規04fμηL　7παη4∫1π‘γfc蕊那　ヤブハギK一十，　in　2二Hy47闇α，zgεαη1αc7傅oρんy♂αvar，

　α‘〃π∫η漉α　ヤマアジサイ　S－1・1，C〃ψ加π5　Zα必耀α’α　アカシデS一＋，　V乃π7弓πz〃πρ♂∫oα砲ア71　var．

　’oηLθノz‘05πη3ヤブデマリ　S一÷，C劾’z45　sp．　ミカン属の一種S一＋，5αん忽ノ砂。πf6α　アキノタムラ
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　ソウKl一十，」％5砒。αρα7冠8Zz〃πα　トボシガラK一十，7施倒漉5砺乞加5　ヤマジノホトトギスK一十，

Cαプ鶴sp．スゲ属の一種K－1・2，　C硯鶴40ηfαπα　シラスゲK一十，　jFb砂go22α≠％1πルJoα如ηLナルコ

　ユリK：一十，Pbαα6roZθ鷹α　ミゾイチゴツナギK一十，　Ezω覆yノππ5ノ∂r’観θ∫var．7帽α読。αη5　ツルマサキ

　K一十・2，in　3：D磯舵∫αcプ飢α‘α　ウツギS一十，　in　4：澱g鷹αη3α漉。んπグf‘α　イヌザンショウS一十，

盈ッZZo5’α61げ5うα〃めπ50∫げθ5　マダケ　S－1・2，1乃’∫ρθ’認θ∫αρα厩‘認α∫α　ホツツジS一十，1酌層α厩πκ5

5∫飴oZ4ぬηα　マルバアオダモS一十，　qy〃め∫読π2π8’oθプ加9∫∫　シュンランK一十，乃8が漉πηzα9μ∫♂fπμm

var．　Zα距π5cμ伽〃z　ワラビK一十，　D∫05coプ8α∫ゆ∫82πZoうα　キクバドコロK一十・2，　VわZα々θ∫5々θ∫　マルバ

　スミレK一一十・2，Gθη∫∫ακα50αう7’αvar．ゐπθγlgθr∫　リンドウK一十，　P庖リノ〃雌Z〔4）孟05如6乃㌧yαvar．α∫∫α’∫‘α

　ハエドクソウK一十・2，玉n5：Lfπ漉プαoう彦μ5ε♂oうα　ダンコウバイ　S一＋，　Loπfo82’α9rα‘∫Z宴）θ5　var・

4α6rα　ウグイスカグラS一十，　C‘ε醒α‘f5砺）掘ノbZ乞αボタンヅルS一一←，　Rosα”fc1膨γα加αテリハノ

　イバラK一十，5α2zg厩50ノ層6αの銃Z6∫παZ∫5　ワレモコウK一十・2，　Ez4）ん02’配α∫詑うoZ読απα　ナツトウダイ

　K一＋，▽薦αη吻伽fcαヨツバ・・ギK一＋，　Cα♂αη3α97・05オf5αア・槻4∫η‘π8αvar．加α‘妙認‘肱ノガリ

　ヤスK一十，A48η砂ん07‘α〃ψ1院yZZαvar．ブ砂。π∫oαツリガネニンジンK：一十，　Dノ＝y砂彦8ノ廊Zα6θα　クマ

　ワラビK一十，みノμ8ππ吻。ηθπ5∫5　ジュウニヒトエK一十，CαブaτZθ2z彪　ナキリスゲK一十・2，　Vゴ。∫α

z4ηヴ麗辞z　ナンテンハギK一十，1ゼθぴrαη漉π5∫昭8露麗5　ヤマハッカ　K一十，　in　6：A66rノπoηo　var・

η’αrηzo紹臨ηzエソコウカエデS一十，　Pr翻μ∫ψθ∫αZα　チョウジザクラS一十，　Cカ’6α8α2πoZ♂∫∫　ミズ

　タマソウK一十，五ッ醜厩5ア漉gμ読αηα　フシグロセンノウK：一十，Cαゆθ5加ノπ読てノα7此α∫麗ノπ　キバナガ

　ンクビソウK：一十，Cαプ8露♂θ配co6配07幽α　アオスゲK一十，　in　7：Eπo次yη耀∫oぼ妙1～ッZ伽5　羽リバナS一

　十，0〃ψ1LαZo（1θ∫忽）oπ∫cα　ヤマルリソウK一十・2，ハ賓5cαη’1Lπ∫5∫ηεη5∫∫　ススキK一十・2，（4）♂∫5η’θηπ5

π2z磁Z認施Zfπ∫　ケチヂミザサ　K一十・2，耀oZαsp．スミレ属の一種K一十，々y∫加αc勉α＠o航αf・

　∫κう∫8∬液5　コナスビK一十，E擁98ノー。πが漉α684）毎餌5　ハルジオンK一十，　V加伽ηθ7・8cπη議z　ツボス

　ミレK一・十，5夢〃凌4）功4）∫πθZZα6α砂6魏α　カノツメソウK一十．

Datum　d．　Aufn．調査i年月日：26．　Mai。1984．
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　　1）　永久植生調査枠番号　A－1

　（1）林床植生区分

　　アズマネザサ群エノキ亜群

　（2）海抜高，方位・傾斜

　　130m，　NE20。

　（3）階層構造（Fig．10）

　（4）植分の特性

　高さ13mのスギが優心するスギ，ヒノキ植林。3層構造をとる。低木層にはシラカシ，アラカ

シ，ピサカキ，ツルグミ，ヤツデなど潜在自然植生の構成種である常緑樹が生育しているが，コ

ゴメウツギ，ヤマブキ，ヤマウルシ，コナラなど夏緑広葉樹が民度，個体数ともに多くなってい

る。

　（5）変化のなかった種：12種

　量的変化，階層変化および消長のいずれもみられなかった恒常在種は，前年と同じく12種であ

った。すなわちスギ，ヒノキのほか，常緑植物では，シラカシ，アラカシ，ツルグミ，ナガバジ

ャノヒゲ，ベニシダ，ヤマイタチシダ，夏緑植物では，ヤマコウバシ，ガマズミ，ミツバアケビ，

サルトリイバラに変化がみられなかった。被度・群度では変化がみられないが，低木層のシラカ

シ，アラカシは樹高が徐々に高くなってきている。

　⑥　量的および階層変化のあった種：16種

　消長を伴わないが，なんらかの変化がみられた種である。コゴメウツギ，ヤマウルシ，エゴノ

キ，コナラ，クリなど夏緑樹の変化は，季節的な変化である。全体的に第2次調査以後は安定し

ており，テイカカズラ，ヤブラン，ヤブコウジ，アズマネザサなどの常緑植物にはほとんど変化

がみられない。

　⑦　消長あるいは消長を伴う量的変化のみられた種：88種

　全心客種の約2／3は何らかの変化がみられた種である。ヤブレガサ，カキノキ，チゴユリ，タ

ガネソウ，キバナアキギリ，ヒカゲイノコズチ，ヤブハギ，ノブドウ，マムシグサなどの夏緑植

物の多くは，冬季であった第3次，7次調査時には枯死により消滅している。ナンテン，クマノ

ミズキ，ゴンズイ，コアジサイ，ツタウルシ，アワブキなどは，第1次調査以後消失している。

また，ムラサキシキブ，ニワトコ，ミヤマガマズミ，カマツカ，シオデ，アケビ，コアカソ，ス

イカズラ，ミゾシダ，オクモミジバグマなど多くの種が第4次から再確認されている。カマツカ，

シオデ，タチシオデ，ホドイモ，ヤマホトトギス，スイカズラ，シロヨメナ，ツユクサなどは今

年度の調査では確認されていない。今年度新たに出現している種に，ツルニンジン，サラシナシ

ョウマ，ヤマカシュウ，ヘクソカズラなどがあげられる。

　（8）群落動態の特性

　第2次以後未確認だった種の多くが，今年度は再確認されていることから，第2，3次の種の
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減少は季節的なものであり，植分全体としては安定していると判定される。一方，シラカシ，ア

ラカシなどの潜在自然植生の構成種がまだ低木層であるが徐々に生長してきている。

　　　Fig・9定点調査枠A－1の林内相観。

Unterwuchszustand　des　Dauerquadrates（P．　QウA－1．
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Fig．10永久調査枠A－1の植生調査次数毎の階層別全植被率（％）ダイアグラム。

　Diagramm　der　Vegetationsdeckung　nach　Schichten；K（Krautschicht），　S（Strauchschicht），

B（Baumschicht）．
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　　　Tab．3　定点調査枠A－1の群落表

Gesellschaftstabelle　nach　zeit11chem　Ablauf（NL　A一・1）

Nr．　d．　Aufnahmehaufigkeit：

Datum　d，　Aufnahme　l

H6he　d．　Baumschichレ1（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－1（％）：

H6he　d．　Baumschicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Stra“chschicht（弩）；

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　K：rautschicht（％）：

Artenzahl：

調査次数
調査年月日

高木層の高さ（m）

高木層の植被率（％）

亜高木層の高さ（m）

亜高木層の植被率（％）

低木層の高さ（m）

低木層の植被率（％）

草本層の高さ（m）

草本層の植被率（％）

出現種数
Unver盗Hderten：

C糎‘oηz8プ∫αブ砂。漉6α

Clzα7ηα8のψαr∫∫oう如∫α

Qπθκμ∫ηり’ア5功α4blfα

Q㍑θκ駕5gzαπ‘α

EZαθα9πz659♂αうプα

石π4θブαgzαπ6α

v乃πノ・πz〃η4∫zαごα砲2π

0，11foρogoη01πけ琵

Z）アニyoμθプf5ろ∫556あαπα

Aゐ8う∫α〃〃bZゴα’α

i変化のなかった種

　スギ　　　　　　B
　ヒノキ　　　　　　B

　シラカシ　　　　　S

　アラカシ　　　　　S

　ツルグミ　　　　　S
　ヤマコウバシ　　　　S

　ガマズミ　　　　　S

ナガパジャノヒゲ　　K

　ヤマイタチシダ　　　K：

　ミツバアケビ　　　　K

Nur　innerhalb　der　einzelnen　Schichten　quantitative

veranderten：

5診砂1乙碑碑4プα勿ご∫5α

κ8rr∫α吻。πfαz

Wゼ5診8アゴα〆Zo擁うz〃1ぬ

消長を伴わない最的変化のあった種

コゴメウツギ

ヤマブキ

フジ

％αCんθ♂0瑠η脚πα5∫αオfω〃墨var．　fπ‘8ηπ8ぼ伽π

　　　　　　　　　　　　テイカカズラ

Rんμ5オ2ゼ。ん。ωψα

5砂プα灘ゆ。ηf‘α

π8∫0うZα5如55ごπ6η∫f5

E駕ηα忽。π∫侃

Q潔θκπ5∫8ププα彪

0万加プ＠o痂αz
Cα∫’απατ（フ・6ηα’α

3η亙♂αエ5∫θうoZ6♂ガ

丑7漉5fα」妙。πゴ。α

5α5απ吻。π∫cα

乙∫2ゼoρθμαちψんツ〃α

Cαr8κ♂θπ如

D型曜）’θr∫5θノツ∫んプ0507u

ヤマウルシ

エゴノキ

アズマネザサ

ピサカキ

コナラ

コクサギ

クリ

ヤマカシュウ

ヤブコウジ

ミヤコザサ

ヤブラソ

ナキリスゲ

ベニシタ

S

S

S

S

K
S

S

S

S

S

S

S

S

K
K
K
K
K

1　2
，84　，84

5　10
26　16

13　13

80　80

3　4　5　6　7
，85　　’85　　，85　　，86　　，87

3　5　12　10　3
7　22　1　2　14
13　　　13　　　13　　　13　　　13

80　　　80　　　80　　　80　　　80

1．5　L5　L5　1．5　1．5　2．0　2．0

60　　　60　　　20　　　60　　　60　　　60　　　20

0．3　0．3　0．3　0．3　0．3　0．3　0。3

40　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70

9王　　53　　　29　　　84　　74　　74　　40

4・4　4。4　4・4　4・4　4。4　4・4　4。4

1・2　1。2　1・2　1・2　1・2　1。2　1・2

1・2　1・2　1。2　1・2　1・2　1・2　1・2

1・1　1・1　1・1　1・1　1・1　1・1　1・1

十　十　十　十　十　十　十
十　十　十　十　十　十　十
十　十　十　十　十　十　十
3・3　3。3　3・3　3。3　3・3　3。3　3・3

十　十　十　十　十　十　十
十・2十。2十・2十。2十・2十・2十・2

3・3　 3・3　 1・3　3・3　2・3　2・3　十。3

2・2　2・2　1・2　2・2　2。2　2・2　十・2

2・3　十・2　十・2　十。2　十。2　十。2　十・2

2・3　3。3　十・2　3。3　2・3　3・3　十。3

3・4　3。3　3・3　3。3　3・3　3。3　3・3

2・2　2・2　1。1　1・2　十・2　十・2　　十

1・l　l。1　十　 十　 十　 十　 十

2・20十・2　十・2　十・2　十・2　十・2　十。2

1・2　　十　　 十　 十。2　十。2　十・2　十・2

1・2　十・2　　十　 十・2　十・2　十・2　　十

十・2　十・2　　十　　 十　 十・2　十・2　　十

十　1。2　十　十。2十・2。十。2　十

十・2　十　 十　 十　 十　十。2　十

十　 十。2　十。2　十・2　十。2　十。2　十・2

1・2　2・2　2。2　2。2　2・2　2・2　2・2

2・2　1・2　1・2　1・2　1・2　1。2　1・2

2・3　十・2　十。2　十・2　十・2　十・2　　十

十　　 一←　　十　 十・2　十。2　十。2　十。2



　5〃認雌疏加α　　　　　　　　　サルトリイバラ
Entweder　versc｝1wunden　oder　neu　aufgetaucht：

5ンη．ψZO‘05ωプ8πα

澱ご5∫α」妙。癖6α

エ）∫0吻プ05飯Z窺

5汐πθπθ∫’5ραz〃診α孟α

Df砂。プ邸ηz　5〃3πα‘∫ηπノπ

Cごzプθ露5‘4θプ。∫だ6∫α

丑7層∫5α8Z‘‘α．煙0η∫α〃ノ3

5αZηげαπψ安0πf6α

・4‘1妙プ〃～疏πθ5忽・・π∫cα

Z）∬〃～0漉π〃322沼2～ゐん冴ノ・ゴ6・影〃Z

CんZoプαπ’んπ5∫87γα’凱5

伽5’α2π0η’απα

K

消長のあった種

　タンナサワフタギ　　S

　ヤツデ　　　　　　S

　カキノキ　　　　　　S

　ヤブレガサ　　　　　K

　チゴユリ　　　　　　K

　タガネソウ　　　　　K

　マムシグサ　　　　　K

　キバナアキギリ　　　K

　ヒカゲイノコズチ　　K

　ヤブハギ　　　　　 K
　フタリシズカ　　　　K

　オオバギボウシ　　　K：

⑳珈θ4伽zgプαη雌♂or㈱var．伽πδ8プgfαππηz

　　　　　　　　　　　　　　　　イカリソウ
V写oZα々6∫5々θf　f．　o々z4δof

A読ツr加η3ηψ0短6膨π

A5’だうθ疏z己η∂θ響が

Aηψθ」⑫5∫5ろプθηψθ4麗2zcμzα孟α

ケマルハスミレ

イヌワラビ

アカショウマ

ノブドウ

C城5〃夢8η㍑5朔磁Zα雄bZ酪var．加・η蜘∫

　　　　　　　　　　　　　　　　コチヂミザサ

翫π読πα40ノπβ戯6α　　　　　　　ナンテン

COプπ㍑5δア’α0痩yブ）0ぬ　　　　　　　　　クマノミズキ

E鰐αψ痂∫ブ妙。π比α　　　　　　　　ゴンズイ

Hyみαπ98α痂r如　　　　　　　　コアジサイ

Loπfc8ア層α8γα‘∫Zψθ5　　　　　　　　ヤマウグイスカグラ

，Rπうπ5ραZ〃協臨5　var．　C（～餌砂妙Z伽5　モミジイチゴ

R勉∬α〃め∫9πα　　　　　　　　　　ツタウルシ

漉謀05〃雄7πツ7ゴαπ‘ゐα

C8傭5功θη5∫5　var．」‘ψ・航α

Cα躍。αゆα卿。ηfcα

5α〃め配π55飽δoZ6痘αηα

・A‘απ疏砂απα¢ψ加05κ5

v乃zびπz〃πτけプゆ漉

PbππhfζZ飢ηだ♂05αvar．」αθUゴ∫

恥諭αη9θαραπ∫oκz厩α

Bo8ん〃3θ7’ぬ宴）ゴ6α’α

Rん0604θη【力帽0πんαε〃嘘7酷∫

L∫9π5∫7漕配那ブ妙。ηfc郡”L

I♂θ£7παCプ9ρ04α

ハ尼0♂琵58α58痒Cθα

Dゴ0500プθα97”αご〃fノノZα

＆π伽¢7ψαアゼαvar．τ4∬ノ’∫θπ5f5

＆π抜Z謬ηψρ0η∫偲

助∫05／bブ彦ππθ∫

アワブキ

エノキ

ムラサキシキブ

ニワトコ

ヤマウコギ

ミヤマガマズミ

カマツカ

ノリウツギ

コアカソ

ヤマツツジ

ネズミモチ

アオハダ

シロダモ

タチドコロ

シオデ

タチシオデ

ホドイモ

K
K
K
K
K

K
S

S

S

S

S

S

S

K
S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

K
K
K
K
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・
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ノ蟹π∫たα8ααcθプ”b♂∫αvaτ・5z冶ψo滅zオクモミジバグマ

05〃3μπ礁ブζψoη∫ごα

1乃ゴ｛こyプ’∫∫刀3α07’（ψoぬ

CILZo／4ぐz漉1LZ45勿。／zぽα∬

Pノ・μ7膨5η8ノー8α4πぬ

B〔η・0乃〃πfαプαCθノノZO5α

乃のρ1ZOプζZα7ゼ∫診oZO61Lゴ0匠4θ∫

ゼンマイ

ヤマホトトギス

ヒトリシズカ

カスミザクラ

クマヤナギ

オオカモメヅル

3詑gηogアーα規，πα1｝o驚。‘subsp3｝Lo躍∬6η‘α　ミゾシタ

Ho漉彦z姻π彪‘oノ’4α‘α

Bプα‘∬0η6擁αたα規π0窺

五ly5∫〃薦01琵α48’んノ・o認85

習zア＝γノπαoうZo2zg9痂♂∫α

Aん8う如9麗ηα診α

Co40η｛ψ5Σ5　Zαηc80Zαオα

Lo／z乞66プαノψoηfcα

Aプαz毎θzα’α

L∫〃z〃παz‘プα如ノπ

A吻吻mツ0々050θη58

Aη8〃zoηo少5∫5η雌02一（ψ妙πα

Cαプ6灘4πηαZfαηα

ドクダミ

コウゾ

オカトラノオ

ナガパハエヂクソウ

アケビ

ツルニソジソ

スイカズラ

タラノキ

ヤマユリ

ヘビノネゴザ

レンゲショウマ

ケスゲ

A5ψ6ア層α98ノ窃0∫48∫var．伽昭f，　Z8～καノz孟加∫

　　　　　　　　　　　　　　シロヨメナ
丑ρ1zαノzαπ読6αゆ81u

Moη‘560〃酸yo15

P〃砂47ρo伽∫‘α

Cα7で£Zθη‘α

L∫9π5か彫〃30δ諺∫げbZゴ麗ノπ

L（ψご。プκノノzo1Lプα〃諺9瀦8あαノzα

Coノπη38♂勿αωノπη3πη∫5

E門y孟1Lプ。η珈〃’ノψoη∫α〃π

翫81ψα♂〃臨μη3var，α〃多08脚π

M48フzo〃α0δOUα彦α

2αノガzoηo‘∫∬’‘∫君がα‘功∫4σ如

五5‘κ∂6〃3如噛｛4＞んツ♂♂α

の柳ゼ（吻7ψ〃ノ38〃α6α4yo∫πα

Cθ♂α5’η‘∫oプ6∫cπαZα’z∬

Gα魔刎乃ん〃～漉α

ムクノキ

ヤマグワ

カシワバハグマ

ナキリスゲ

イボタノキ

ナライシダ

ツユクサ

カタクリ

オオモミジ

ホオノキ

ナツヅタ

チダケサシ

カノツメソウ

ツルウメモドキ

キヌタソウ

Eτ‘oノ酬ノ3π5α♂α彦π∫var．‘ψ孟8耀∫f．6曜α彦048／z彦磁5

　　　　　　　　　　　　　　コーマユミ
Co66諺z4∫oプ腕（濯Zαオzる∫

γ漉5／Z6翻05α

Cαノ・θ躍♂αノ～680ZαZα

Hθ46rα7・1LO〃め8α

κα45〃曾α卿。π乞6α

α〃漉漁9α∫ガ〃ψ♂o¢

ル84θプfα56αノκ♂8η∫var．7ノ彦厩ア・8ピ

アオッツフフジ

サンカクツル

ヒカゲスゲ

キヅタ

ビナンカズラ

サラシナショウマ

ヘクソカズラ
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　　2）　永久調査枠番号　A－3

　（1）林床植生区分

　　オオバジャノヒゲ群

　（2＞海抜高，方位・傾斜

　　120m，　NE15。

　（3）階層構造（Fig．12）

　（4）露分の特性

　高さ17mのスギが優翻するスギ，ヒノキ植林。3層構造。低木層には，フジ，コウゾ，ヤマグ

ワ，ナツヅタ，コクサギ，ウワミズザクラなど夏緑広葉樹，藤本植物が多いが，常緑のシラカシ

の難度も高い。草本層には，オオバジャノヒゲ，ナガパジャノヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジなど

の常緑植物が優幽している。

　（5）変化のなかった種：7種

　量的変化，階層変化および消長ともにみられなかった種は7種である。スギのほか，低木層で

はピサカキ，ヤマウルシ，コナラ，コクサギ，草本層では，優翻しているナガパジャノヒゲに変

化がみられなかった。昨年と比較して6種少なくなっている。

　（6）量的および階層変化のあった種：！3種

　消長をともなわないが何らかの変化がみられた種は13種である。シラカシ，コウゾ，シンミズ

　　Fig．11定点調査枠A－3の林内相観。

Unterwuchszustand　des　Dauerquadrates（P．　Q．）A－3．
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（m）

17

B

SL5
KO，3

17

B

S1．5

KG。4

0　　　20　　40　　60　　80　　100（％）　0　　　20　　40　　60　　80　　100

1次1st　MeBung　　　　　2次2st　MeBung

B

17

S1．5

KO．4

17

B

S1．5

KO，4

　　0

17

B

　20　40　60　80
4次4st　MeBung

　　S1．O

　　KO．4

100　　0 　20　　40　　60　　80　　100

5次5stきIe8ung

B

17

S1．1

K1．0

17

B

S1．O

KO．3

0　　　20　　　40　　60　　　80　　100

3次3st　MeBung

0　　　20　　　40　　　60　　80　　　10G

　7♪欠　　7st　氏！eBung

0　　　20　　40　　60　　80　　100

6次6st　MeBung

B：高木層，Baumscllicht．

S：低木層，Strauchschicht，

K：草本獄Krautschicht．

F量g．12永久調査枠A－3の植生調査次数毎の階層別全植被率（％）ダイアグラム。

　Diagramm　der　Vegetatationsdeckung　nach　Schichten；K（Krautschicht），　S（Strauchschicht），

B　（Baumschicht）．
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　　　Tab．4定点調査枠A－3の群落表
Geseユ1schaftstabelle　nach　zeitlichen　Ablauf（Nr。　A－3）

Nr．　d．　Aufnahmehauftigkelt：

Da亡um　d．　Aufnahme：

Hδhe　d．　Baumschicht（％）：

Deckung　d，　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）l

Deckung　d．　Krautschicht（劣）：

Artenzah1：

調査次数
調査年月爾

高木層の高さ（m）

高木層の植被率（％）

低木層の高さ（m）

低木層の植被率

草本層の高さ（m）

草本層の植被率（％）

出現種数
UnVeranderten＝

C7フμoη36ノ’∫αブ4カ。πfごα

Cんα2παθのφαア層ゼ50δ’z4∫α

Or蜘α初。漉6α

Eμ2ツα．煙。卿。α

Rゐz65オブf‘肋ごαψα

Qz681一‘駕558ププ砿α

伽雇砂ρgoηo勉θガ

変化のなかった種

　スギ　　　　　　　B

　ヒノキ　　　　　　B

　コクサギ　　　　　S

　ピサカキ　　　　　　S

　ヤマウルシ　　　　　S

　コナラ　　　　　　　S

　ナガバジャノヒゲ　　K：

Nur　innerhalb　der　einzelnen　Schichten　quantitative

Veranderten　l

Qz68プ‘π5・2ノ型ノ¶∫珈α4b距α

慨5’82ゴαノZo2ゴδz切ぬ

β即π∬0π6’ガα々α2ピπ0ゐ∫

ノ1々θ6隙隙ヴわあα如

∠）7ツρμθ万56∫∬6だαπα

A6妙ブζz／z疏8∫、ゆ。η∫cα

A7’漉5fα畑。η∫6α

VゴoZα為θf∫ゐθff。oんπう。∫

ルfbプπ5150ηψy‘∫5

Pb乏yg’oη％ηzηεの帯Z〃わ7一ηzθ

消長を伴わない量的変化のあった種

　　　　シラカシ　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　K

　L曜）’oプz切30ん’α加勾忽8Z知πα

Entweder　verschwunden　oder　aeu　aufgetaucht：

フジ

コウゾ

ミツバアケビ

ヤマイタチシダ

ヒカゲイノコズチ

ヤブコウジ

ケマルバスミレ

ヤマグワ

シンミズヒキ

ナライシダ

消長のあった種

S

S

S

K
K
K
K
S

K
K

Hb初志yπ∫α602曜滅z彪

のηθπθ5∫∫ρα」η粥彦α

Rzr疏θπooゴ∬π5≠ガ‘麗⑫∫ぬ如

CZθ2・oo始η盈。η’プ∫‘ん。診。η旗解

P2層ππ％5　gr曜yαηα

Co60π（ψ舘∫」αη680Zα’α

Aγαzゴα8zα’α

ドクダミ

ヤブレガサ

ナツツタ

クサギ

ウワミズザクラ

ツルニンジン

タラノキ

Cαプβ必5αoんα〃ηθπ5f∫var．　oZ陀rπヴ∠oプαオオイトスゲ

　　K

　　K

£，S

　　K

　　S

　　K
S

K
S

K

　1　　2

，84　，84

5　10
26　16

17　17

70　70
L5　1．5

30　30
0。3　0．4

60　60

59　62

3

’85

3

7

17

70

1．5

10

0．4

50
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4　　5　　6　　7
’85　　’85　　，86　　’87

5　12　10　3
22　1　　2　14
17　　17　　17　　17

70　　　70　　　80　　　80

1．5　1．0　1．1　1．0

20　10　10　5
0．4　0．4　LO　O．3

70　　　60　　　80　　　50

64　　　50　　　45　　　22

4。3　4・3　4・3　4・3　4・3　4・3　4・3

1・1　1。1　1・1　1・1　1。1　1・1　1。1

十。2十・2十・2十・2十・2十・2十。2

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

3撃3　3。3　3・3　3。3　3・3　3・3　3・3

2・2　2・2　2・2　2・2　2・2　1・2　1。2

　・　　・　十　　十　　十　　十　　十

2。2　2。2　十・2　十。2　十・2　十・2　十・2

1。2　1・2　十　　十　　十　　十　　十

1・2　十。2　十。2　　十　　 十　　1。2　十・2

斗・　十・2十・2　 十　　十　十・2十。2

十　　2。2　　十　　1・2　1・2　3・4　　十d

1・2　1。2　1・2　1・2十・2　 十　　十

1・2十・2　1・2　十　　十　十。2十・2

1・王　1・1　　十　　1・2　十。2　十。2　十。2

十・2十・2　 十　　十　　十　十。2　 十

十。2　　十　　 十　 十・2　十・2　十・2　　十

3・3　3・3

2・2　2・2

1・2十・2

十・2　十

十・2　1・2

十　　十

1・2　1・2

1・2　十

十　　十

十　　十

●

●

●

o

●

●

o

十

十

4・4　・　3・3

2・2十・2　十

十　　・　　十

十・2　・　十

十　　十　十・2

十　　・　　十

1・2十。2　1・2

十・2　・　十

十　　・　十

十　　十　　十

●

■

■

o

●

●

十

■

十

■
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瓶ZZ伽5ノ妙。π加∫

D妙んπψん：yZ伽ηzηzαc70ρoぬ渤

A碗y万πη3πz妙。πゴ。π72z

ακ48αηzoZ廊5

C1～Zorαπ疏π558η一砿μ∫

搬牧yノπα0うZOη9ガ∂Zfα

5η毎如エ6んカzα

α漉。漉9α5f〃ψ伽

んノψ6z（ψ5∫5加”ゆ8ぬη6πzαオα

＆妙1履y♂6αう麗ノπα」ぬ

瓶9πo距α0う0ηα‘α

VfoZα97砂。ご8rα5

Dθ5ノπ04加παじ妙んツ伽223

Gツη05オ8ηzη2αρθηオ妙玩ソZZ麗2π

ノ40θ2一ノ～30πovar．ηZα7刀ZO7¶α孟πη3

Dfo5607・偬∫0々0ノ・0

々y6肋f∫η吻㍑θZfα刀α

Cαψ85鋤π漉τノαガαz≠πノノ多

αzプ磯Z6πco‘κoプα

3α如如ノ砂か。πf6α

yo繊g∫αゴ妙。η磁

Dノツ砂彦6が587γ1げ0507層α

A〃L：yr加μツ0々0568η58

（乃ゴ（ツ漉∫η協6πψ04α

薦Z癬η9∫α惣。πfαz

ゐじθ万∫46π如’α

Boθ1躍θ万αψfcα≠α

＆加Zα」じπ吻。ηfα乙

アカメガシワ　　　　S

ユズリハ　　S
イヌワラビ　 K：

ミズタマソウ　 K
フタリシズカ　 K
ナガノミハエドクソウ　K

サルトリイバラ　　　K

サラシナショウマ　　K

ノブドウ　　K：
ミツバウツギ　　　　S

ホオノキ　　S
タチツボスミレ　　　K

ヌスビトハギ　　　　 K
アマチャヅル　　　　K

エンコウカエデ　　　　　S

トコロ　　　K
フシグロセンノウ　　K

キパナガン．クビソウ　K

アオスゲ

キバナアキギリ

オニタビラコ

5刀自α‘τ7ψα万αvar．π∫5z癖8π5∫5シオデ

エ）θ〃Z∫如6漉∫ατ面げbプ6ガ　　オウレンシダ

’R砿α如∫π漉‘α　　　　　　　　　キカシグサ

3’θgπogプαアπηzα1）o之of　subsp．7πoZ面∬カπα

　　　　　　　ミゾシダ
　　　　　　　、　　　　“ベニシタ

ヘビノネゴザ

ヤマホトトギス

ハナイカダ

ニガナ

コアカソ

タチシオデ

の♂∫辮6ππ5瑚4ぬ吻bZ∫z65　var．』ゆ0航π5

　　　　　　コチヂミザサ
Bo611ηz8がαηψoπoπ勿θα　　　　　カラムシ

Lツ5∫7ηα漉∫α．吻0π∫0αf．5πう58∬疵5　コナスビ

1）刎（塵θプ∫5zα‘即

51zθ＠’θプ∫5仰。η加

Coノπ刀z8♂f2zζτ602π22τz〃zゴ5

A2砂1zfcα7ψα8α孟プ砂8プノπα

πプ砂1zπzαプfαたα加4θη豆5

Gα読〃π々加漉α

cα78¢1θπ’α

五んθう∫α9厩ηα‘α

4μ05／bπ繊θ∫

L勿4σαgzα麗α

0∫〃z観4α勿。πf6α

クマワラビ

ハリガネワラビ

ツユクサ

ヤブマメ

K
K
K
S

K
K

K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K

オオヒナノウスツボ　K

キヌタソウ

ナキリスゲ

アケビ

ホドイモ

ヤマコウバシ

ゼンマイ

K
K
K
K
S

K

十十十十十・　・
十十十十十・　・
1・21・2・1・2・十・
十・2十・十。十。
十十・・十十・2。3　　十　　　・　　2・3　　十d　　十　　　・

十十・十十十十
十十・十・十十
1。2十・2・十・2・十・
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十十・十・十・
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・ ・
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十　　　・　　　・　　十　 十・2　1・2　1・2

十・ ・十十・　・
十・ ・十・十・
十・　・　。　…

十。　・十…
。1・1・1・11・1十・
・十…　　　十・

・十・　・十十・
・1・1・1・1十1・1・
・十…　　　。　・
・十・　・十十十
・十・十十十・
・十・十・十・
・十・　・十十・
・十・十十十・
・十・　。　。　・　。
・　・十・十十。2・
・　・十・十・十
。　・　・十。十・
…　　　十十十・
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Pz8プ∫57π漉漉ぬ

50Zα朋ノπむ74砲那

V捌5／7θ駕05α

0コじαZΣ5co7・πfoπZα診α

7セμoプ加7z卿。占冠η3

cα5’απθαα・θπζz孟α

＆〔ψ肋ηαπ4解ゼπ‘ゴ5α

Rπろ毎α々αη8

信砂5擁。加ノπρo砂う♂（ψゐα7πη3

ヒキ，

ダ，

イノモトソウ

ヒヨドリジョウゴ

サンカクヅル

カタパミ

ニガクサ

クリ

コゴメウツギ

アカネ

イノデ

K
k
K
K
K
K
K
K
K

十

十

十

十

十

　　31

十　　・

十　　。

　　馨

十　　・

十　　。

十　　・

。　　十

　　　フジは，第3次以降一定している。そのほか，ミツバアケビ，ヤマイタチシダ，ナライシ

　　ヤマグワなどがあげられるが，いずれも大きな変化はみられない。昨年までみられたマムシ

グサは消失している。ヒカゲイノコズチは第6次では高い被度がみられるが，第7次では急激に

減少している。これは季節的な消長である。

　（7）消長あるいは消長を伴う量的変化がみられた種：60種

　何らかの変化がみられた種である。冬期の第3次，5次，7次ではドクダミをはじめ，ナツヅ

タ，イヌワラビ，キバナアキギリ，ツルニンジン，ミズタマソウなど夏緑植物の消滅がはなはだ

しく，季節的な消長を示していると第6次調査以後では新たに，クリ，コゴメウツギ，アカネ，

イノデなど4種の生育がみられた。

　（8）動態の特性

　第5次調査時に人為的撹乱により大きな種の変動がみられた。自然的には大きい動態的変化は

みられない。林床撹乱後の動態が注口される。調査三三の出現種数では，3月の種の減少が著し

い0

　3）　永久調査枠番号　A－4

　（1）林床植生区分

　　オオバジャノヒゲ群

　（2＞海抜高，方位・傾斜

　　110m，　E30。

　（3）階層構造（F量9．14）

　（4）面分の特性

　高さ13mのスギ，ヒノキ植林である。3層構造。低木層にはシラカシ，ピサカキなどの常緑広

葉樹や，ヤマブキ，コクサギ，コウゾなどの夏緑広葉樹が生育している。草本層は豊かで，ミゾ

シダ，ヤマイタチシダ，ナガバジャノヒゲ，イノモトソウ，ドクダミ，タガネソウ，ナライシダ

などが生育している。第3次調査の直前に林床植生が伐採された。

　（5）変化のなかった種：6種

　量的変化，階層変化および消長のいずれもみられなかった種は6種である。ヒノキ，ヤブラン，

ミツバアケビ，ヤマイタチシダ，ナガバジャノヒゲ，オオバノイノモトソウがあげられる。第4
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　　Fig．13定点調査枠A－4の林内相観。

Unterwuchszustand（les　Dauerquadrates（P．　QウA－4

次調査まで変化のなかったノイバラは，伸長したために階層が変わっている。前回までみられた

オニタビラコは今回消失している。

　（6）量的および階層変化のあった種：11種

　消長を伴わない何らかの変化のあった種は10種である。スギ，ピサカキ，ヤブコウジ，コクサ

ギ，ヤマカシュウなどは，第2次以後ほとんど変化がみられない。3月は新葉が未展開で落葉状

態のままのため，被度が低くなっている。

　⑦　消長あるいは消長を伴う量的変化のみられた種：87種

　何らかのかたちで変化のみられた種は全体の約3／4におよんでいる。しかし，これらの変動は

他に大きな動的要因のない場合は，季節的変化が主であり，一般的な植物群落に特有のものであ

る。コウゾ，コゴメウツギ，ヤマウルシ，エゴノキ，ドクダミ，コアカソ，タガネソウ，コジュ

ズスゲ，コチヂミザサ，シロヨメナ，タチツボスミレなど多くの種が第3次調査，7次調査では

欠けているが，これは冬季のためである。

　今年度新たに出現した種は，ガンクビソウ，ヒカゲイノコズチ，イヌワラビ，ハエドクソウ，

ヤブマメ，カキノキである。これは，本調査枠は昨年度の秋に下草刈りが行なわれており，林床

が撹乱されたことに起因している。林床に風や光があたりやすくなったために，林縁性，野地性

の種が侵入し始めたものである。この傾向は第3次からみられ，ここしぼらくは，こうした種の
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（m）

13

B

S2．5

KG．3

13

B

0　　　20　　4G　　60　　80

1次1st　MeBung

13

B

S1．2　　　　　　　　S1．2
KO．3　　　　　　　　　　　KO．3
100　　0　　　20　　40　　60　　80　　100　0

（％）　2次2st　MeBung
　20　　40　　60　　80　　王00

3次3st　MeBung

13

B

SI．2

K1．G

13

B

SL2
K1．0

100　0　20　40　60　80
　　　5次5st　MeBung

13

B

S1．5
1く0．5

0　　　2G　　40　　60　　80

4次4st　MeBung
100　0　　　20　　40　　60　　80　　100

　　6次6st　Meβung

13

B

S1．5

KO．6

B：高木層，Baumschicht．

S：イ糞木層，Strauchsch量cht．

K：草本層，Krautschicht．

0　　　20　　40　　60　　80　　100

7次7st　Me6ung

Fig．14　永久調査枠A－4の植生調査次数毎の階層別全植被率（％）ダイアグラム。

　Diagramm　der　VegetatiQnsdeckuロg　nach　Schichteロ；K（Krautschlcht），　S（Strauchschicht），

B（Baumschicht）．
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変動が続くことが予想される。

　（8）動態の特性

　季節による自然的な変動の他に，下草刈りという人為的な動的要因のために第3次以降多くの

新たな種が出現してきている。また，下草刈りの際に切株状となったシラカシ，アラカシ，ムラ

サキシキブ，エゴノキなどの広葉樹類が萌芽更新によって枝を伸ばしてきており，低木層が復元

されつつあるのが観察される。第7次調査の時点で，低木層の植被率20％まで復元してきている。

　現在のところ種の動態は安定していないが，林床植生の復元とともに徐々に安定に向かうと考

えられる。下草刈りされる以前は林床植生の高さ2．5mであり，現在では下草刈り直後の1．2m

から1．5mまで回復している。

　　4）　永久調査枠番号　　A－6

　（1）林床植生区分

　　アズマネザサ群ニガキ亜群

　（2）海抜高，方位・傾斜

　　110m，　E25。

　（3）　i聴層構造　（Fig．17）

　（4）植分の特性

　高さ7mのスギ，ヒノキ植林である。スギ，ヒノキの生長は不良である。高木層の偏継率も20

　　Fig．15定点調査枠A－6の林内相観。
Unterwuchszustand　des　Dauerquadrates（P．　Q．）A－4。
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　　　　Tab．5　定点調査枠A－4群落表

Gesellschaftstabelle　nach　zeithchem　Aり1auf（Nr．　A－4）

Nτ．d．　Aufnahmehauftigkeit：

Datum　d．　Aufnahme：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（弩）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

調査次数
調査年月日

高木層の高さ（m）

高木層の植被率（％）

低木層の高さ（m）

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：低木層の植被率（％）

H6he　d．　Krautschicht（m）二　　　草本層の高さ（m）

Deckung　d．　Krautschicht（％）：　草本層の植被率（弩）

Artenzahl：　　　　　脂現種数
Unveranderten：

C13αη雄θ（ツ少α’ゼ∫oう如5α

五乞ガoρθμα砂ρんメ♂α

ノ1んθ腕α∫ノガb距α’α

Dノツρμθノ8∫5ゐ∫∬6彦∫αηα

の麓0ρ090／ZμαノZ乞5C＠κ5

P’87ゼ∫‘ブ8あ。α

変化のなかった種

　ヒノキ　　　　　　　B

　ヤブラン　　　　　　K

　ミツバアケビ　　　　K

　ヤマイタチシダ　　　K

　オオバジャノヒゲ　　K

オオバノイノモトソウK
Nur　i簸nerhalb　der　einzelnen　Schichten　quantitative

ver益ndergea；

α⑫’oノπ8プ∫αブ砂。／z∫cα

Qπ62闇。％∫η妙プ5加α⑳♂fα

Eπ7二yζz忽。π記α

K87γぬノψoπ∫ごα

0プ彪α畑。加‘α

Qμθノ‘α‘59♂ζzzκα

Cα〃6αゆαブψoπゴ。α

Ro∫αノπz4好’oノ闇α

消長を伴なう墨：的変化のあった種

スギ

シラカシ

ヒサカキ

ヤマブキ

コクサギ

アラカシ

ムラサキシキブ

ノイバラ

　5診89π09プα〃〃παρ・之。∫subsp，脚〃∬f〃zα

　　　　　　　　　　　　　　　ミゾシダ
　51ノ互Zζzエ∫∫θうoZ4琵　　　　　　　　　ヤマカシュウ

　ん’4∫∫如ブ砂。漉。α　　　　　　　　ヤブコウジ

Entweder　verschwunden　oder　neu　aufgetaucht＝

消長のあった種

　コウゾ

　シュロ

　オニタビラコ

　　　　ぐ　ケマルハスミレ

　コゴメウツギ

　ヤマウルシ

　エゴノキ

　コアカソ

　ドクダミ

　B
S，K

　S
S，丞

S，丞

S，旦

　S
　K
　S
　K

K
K
K

B1膚OZ4∬0π6彦8αゐα廓220た∫

T｝4αclzツ。αψ郡∫∫bプ彦z己πθ∫

yα乙πg如∫ψ07z記α

τ／∫o♂αん8’5んダ£o々κろ。乞

3診砂んαノzαη諭rα加。∫∫α

RゐZ6∫オブ∫ごん06αψα

5砂2rα∬ブ砂。加‘α

Bo61Z〃Zθ1擢’α宴）’αZ’α

飾漉’Zリノπ如00プ4α’α

S，蓋

S，K

　K
　K
S，旦

S，墨

S，丞

S，旦

　K

1

’84

5

26

13

80

2．5

50

0．3

80

71

2　　3　　4　　5　　6　　7
’84　　’85　　’85　　’86　　’86　　’87

103512103
16722124
13　　　13　　　13　　　13　　　13　　　13

80　 80　 80　．80　 80　 80

1．2　L2　1．2　L2　1．5　1．5

555202010
0．3　0．1、1．0　1。0　0．6　0．6

70　　　60　．70　　　60　　　70　　　40

57　　　25　　　78　　　71．　74　　　33

2・2　2・2　2。2　2。2．2・2　2・2　2。2

1・2　1・2　1・2　1書2　1・2　1・2　1。2

十。2　十・2　十。2　十・2　一←・2　十・2　十・2

十　　十　　十　　十　　十　　十　　馳十

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

4・3　4。4　4・4

2・2十・2十。2

2・3　1・2　1・2

3・3　十

2・2十・2

1’1．土

1。2　・

十

十

十

十’‘

4・4

土

1。2

2・3

十

十

う　　o

4・4

十

1・2

2・3

十　十・2

十

十

。　十　　・　十　　・

…　　　　　　　。　十

十　　十　　十　　十　　。

3。4　2。2　十・2　3・4　 2。3

十。2　十　　十　 十　　十「

浄　十。2十・2十・2十・2

3・3十・2

十　　十

十　　十

十　十・2

1・2　十

1・2十。2

十・2　十

十・2　十

3・3　2・2

o

十

十

十

P

±
●

十

十

十

・　十・2

。　十

・　土

4・4　4・4

十　　十

1・2　1・2

2・3十・3

●

十

十

十

十

十

十

十

十

。

十

十

3・3　十d

十　　十

十　　十

十　1・2十・2

十　　十

．十．

¥・2

十　　・

十

●

o

●

●

　　　　十　　十

　　　　十．十
　　十・2　1。2　・

2・2　十．・2　．2。2　　。
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Cαプθエ5認θグ。漉6彪　　　　　　　　タガネソウ

Cαr6∬ραノrc坦orαvar．〃3αcプogZo∬α　コジュズスゲ

0μ∫5ノπθπμ∫阻隔α孟⑳♂fκ5var．忽0π∫C㍑5

　　　　　　　コチヂミザサ
ノ弓・5z｝θrαgθプα’o∫4θ∫　vaL　ゐαプαθ　f．　Z8z4‘απ‘1Lπ5

　　　　　　シロヨメナ
Z謡曲α蔓ゾπη1ρψθ沈郡ノπ　 サンショウ

▽乞。♂αgr距oc8ブα5

E㍑0πツη耀5∫∫θ60Z伽ηπ5　var．5απ9ぬεμ5

Lゆ’o耀ノπoゐrαη吻κ8Zゴαηα

0ηψ肋Zo4θ∫ブ砂。π加

照∫cαπ‘1ぬ55診πθη∫ゴ5

5α飯α擁妙。η∫cα

Ar∫5αθ’πα忽。π∫6πηL

∠）砂。プπノπ5ηzガ♂αcガノzε‘η3

5ノηπα必ご1だηα

A〃親y7加〃Z　lyo々05‘εη∫6

1乃蛮y漉∫ノノ～αcブoρoぬ

α8ノ・04θπ4ノ・0η≠万01ZO‘0η耀ηZ

P珍プ砂αro6z説α

K
K

K

　　　　K
　　　S，K
タチツボスミレ　　　K

カントウマユミ　S，K：

ナライシダ

ヤマルリソウ

ススキ

キバナアキギリ

マムシグサ

チゴユリ

サルトリイパラ

ヘビノネゴザ

ヤマホトトギス

クサギ

カシワバハグマ

ゐ：y5加zα疏ぬブ妙。π此αf．5zめ5θ55読5コナスビ

穂oZαly6彩。θπ∫∫∫

CαZ♂∫6αψαノノzoZZf5

K
I（

K
’K

K
K
K
K
K

　　　S，K
　　　　K
　　　　Kヒカゲスミレ　 K
ヤブムラサキ　　S，K

Rzめz45ραZη3α魏5　var．α4）砂♪1zツZZz65　モミジイチゴ　　S，　K

Ho5’α7πo漉αηα

Co40η砂5∫∫♂απ‘80Zα∫α

cαプ6∬μ5埆ηπぽ5

cα2・θπ4πηαZfαπα

オオバギボウシ　　　K

ツルニンジン　　　　K

ホンモンジスゲ　　　K

ケスゲ　　 K
琢励Zθ4∫襯9プ研4解・プμη匹var．彦勧πうθrg如膨ノπ

丑蕩zδθ疏瑚∂6乞9川

魚rオんθη06∫∬z4∫オブ∫α6膨4α’α

1）プππ㍑∫喫プ8偲π♂α

飾プ漉η9ゴα吻。漉。α

Cα5’αη8α‘r8ηα孟α

W伽プηπ7／z助Zθろ。癖‘んπη3

Eπoη：yη鰯αじ狸1配y麗㍑5

D砂。プκノπ5θ∬ゴZ8

0助∫ηzθππ5醐4z4Zα彦〃b伽5

乃ZO助orααプ∫5’0♂06痂。躍θ∫

ゐly5珈αc痂σc♂θ疏ro∫4θ5

イカリソウ

アカショウマ

ナツヅタ

K
K
B

K
カスミザクラ　　S，K

ハナイカダ　　 S，K

クリ　　S，K
オトコヨウゾメ　　　S

ツリバナ　　S
ホウチャクソウ　　　K：

ケチヂミザサ　 K
オオカモメヅル　　　K

オカトラノオ　 K
五輪5あα8αα‘8r〃b距αvar．5zめ妙04αオクモミジバグマ　　K

ノ15診8r　50αう6ブ

盈∫98roπρ碑α6吻肋π5

VゴoZαη8ブ80ππdα

勘π万ρか∫〃ψ∫η〃α‘αり6fηα

シラヤマギク　K
ハルジオン　　　　　K

ツボスミレ　 K
カノツメソウ　 K

2・2十・1・21。22・2・
十。2十・2・十・2十・2十。2・

十・2十・十十十・

十。2十・十十十。2・
192　十・2　　。　　十　　 十　　 十　　　・

十。2十・十十十十

十・2十・十十十十
1・2十。十十十十
十・2十・十十十・2十
十・2十・・。十・
十十・十十・・
十十・十十十・
十十・十十・・
十十・・十十十十　 十。2　　り　十・2　　十　 十。2　　。

十十・十十十・
十十。・十十・
十十・十十十・
十十・十…
十十・。十十・
十十・十十十十十・2　　・　　十　　 十　　 十　　1・2　十。2

1・2　　・　　　・　　　・　　　…

1・2・。1・2・十・2。
1・2・・十・2十・21・2十
1・1・・1・2十・2十・2十

十・2・

十。2。

o　　　・

2・2・
十

十

十

十

十

十・2・

十・2・
十

十

十

十

÷

十

十

　・十・2十十・
　・十。2・十。
　・十・　・　。
　・2・2・十・
・　・十十。　。
・　。十・　。　・
・

・十十十。
…　　　十。　・
…　　　十・　・
　・十・2。・・
　。十・2…
・　・十・　。　。
●　　　●　　　●　　　●　　　・　　　●

。　・1・2十・2十・2・
●　　　●　　　o　　　●　　　o　　　・

・　・十・　。　・
●　　　●　　　●　　　o　　　・　　　●

・

・十十十・
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Qπ8κκ55θ7γα6α

EJαθα8フ膨∫gzαうプα

ω孟ゼ∫∫加8η5ゴ∫var．ブ・ψoπ∫cα

π8∬ノπα6プρか04α

Aρh研απ漉θα功θ7u

伽耀5う。ηzろツ。ピ∫

Dfo5COザθαブαρ0／zf6α

Bo6πフz助9んαπ58πゴζzノ妙。πf‘α

エ）π6ん85ηεα6ん1ツ∫αη彦1zα

qy〃め∫♂伽1π906プゴπgだ

刀η＝y〃～α0ろZOπ9かわZゴα

Dμ773α∫fα彦ノ・観‘α孟α

5〃凄μ薦刀吻。痂‘α

LαC彦π（2α2一α4と♂8αηαvar．8Zα’α

v必銘ノーπ擢πτθプ∫91蹉∫f

Aπ8〃30ηoρ5f5ノノzα‘r（ψ111ゾ伽

Cocoπ伽∫07・ろf6πZα孟μ∫

Gごyη05ψθ〃襯α♪8刀彦妙んツππ〃多

聞5’θノ’如ノZoアぜ∂πη4α

Solanaceae　sp．

Coノ〃π8ノゴπαco〃〃ノμ‘ノzε5

コナラ　　　　　K，S

ツルグミ　　　　　　K

エノキ　　　　　　　K

アオハダ　　　　　　K

ムクノキ　　　　S，K

ヤマグワ　　　　　　K

ヤマノイモ　　　　　K

マツカゼソウ　　　　K

ヘビイチゴ　　　　K

シュンラン　　　　　K

ナガパハエドクソウ

ノササゲ

タチシオデ

ヤマニガナ

ミヤマガマズミ

レンゲショウマ

アオツヅラフジ

アマチャツル

フジ

ナス科の一種

ツユクサ

％6壇’6プf5如プブθ5∫α7zαvar．‘α加α如ヒメワラビ

。αψ85謡〃L4初αノ』此α’配〃z

乃Zツgoπz〃πノπ〃bηノz6

君61Lly／u7z疏θ∫メ妙。η∫oα

A旋y7趨’π〃Lπψ♪oηゴ6z〃π

習〃ツ〃zα妙’05螂1zツαvaLα5磁加

Bo81z〃L6ノ・∫αμα‘αηヴ∂Zゴα

ゑ〃ψ1Lfoαψαθα君プβρθηπα

D1ツ0μ67ゴ581ツ疏プ050ア曾α

D∫o吻2櫓05たα々∫

％κo潮‘〃3ブ砂。π∫6πη多

πβfoろ♂α∫彦μ5（＝ん∫π0

勘彦2・ごπfαηπZO5α

ガンクビソウ

ミズヒキ

ヒカゲイノコズチ

イヌワラビ

ハエドクソウ

メヤブマオ

ヤブマメ
ぐ　　　　　　　　　や

ヘニシタ

カキノキ

ニガクサ

ァズマネザサ

オトコエシ

K
K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
I（

●

●

十　　十

十　　・

十　　・

十　　。

土　．
十　　。

十　　。

十　　・

・　　十

●　　　　　　　　o

●　　　　　　　　o　　　　　　　　●

●　　　　　　　　0　　　　　　　　9

o　　　　　　　　　●　　　　　　　　●

■　　　　　　　　o　　　　　　　　●

■　　　　　　　　●　　　　　　　　・

o

土　＋
・　　十

十　　十

●　　　　　　　　・

十　　十

〇　　　　　　　　・

o　　　　　　　　．

。　　・　十・2

十　　十

・　　。　　十

　　　　●
十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷　　十

十

十

十

十

十

●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・

o　　　　　　　　■　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　●

・　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●　　　　　　　　○　　　　　　　　・　　　　　　　　●

■　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　o

o　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　●

十

十。2

　■

十

十

十

十・2

十

十

十

十

÷・2

十

十

十

十

十

o

o

●

十

〇

●

o

o

o

o

o

●

●

■

十

十

％前後にとどまっている。低木層は貧弱で，ピサカキ，ヤマツツジ，シラカシ，アラカシ，リョ

ウブ，コウゾなどが生育している。草本層には，テイカカズラが高い被度で覆っており，ヤブラ

ン，ナキリスゲ，ケスゲ，ヤブコウジ，ベニシダ，オオバギボウシ，ミゾシダなどが生育してい

る。また，林床は光があたりやすいため，ススキ，ノガリヤス，センニンソウ，ノイバラなど旧

地性の種がみられる。

　（5）変化のなかった種：16種　　、　　　　・　　　　　　　　　r・

　量的および階層変化，消長のいずれもみられなかった種は6種である。ヒノキ，ヤブラン，ピ

サカキ，ヤブコウジなどの常緑植物，ヤマツツジ，テリハノイバラなどがあげられる。昨年度ま

では12種であったが，今年度は半減している。
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（m）

6

B

S　l
KO．5

6．5

B

0　　20　40　60
　　　　　1次

1st燕leβung

80　　　100（％）

S1。8

KO．8

　　0 20　　40　　60

　　　2次

2st醗e8ung

6．5

　　　SL8
　　　KO．8

80　　100 0　　20　40　60
　　　　　3次

3st　MeBung

80　　100

B

7

　2S

KG．8

0　　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100

　　　　　　4次

7　　　　　　　　4st難ieBung

B

7

S　2

KLO

B

0 20　　　40　　　60　　　80

　　　5次

　　5st　費leBung

7

　2
KL2

　2．
S・

　1．2K

G　　　　2G　　　40　　　60　　　80　　　玉GO

　　　　　7次

100　0　　20

B：高木層，Baumschicht．

S：低木屑，Strauchschicht．

K：草本麟，Krautschicht．

40　　　60　　　80　　　100

　6次
6st　λ｛eβung

7st昏le【孟ung

F三g．16　永久調査枠A－6の植生調査次数毎の階層別全植被率（％）ダイアグラム。

　Diagramm　der　Vegetationsdeckung照ch　Schichten　von　unten　bis　Oben　K（Krautschicht），

S（Strauchschicht），　B（Bau阻schicht）．



39

　　　Tab．6　定点調査枠A－6の群落表

Gesellschaftstabelle　nach　zeitlichem　Ablauf（Nr．　A－6）

Nr．　d．　Au魚ahmehauftigkeit：　調査次数

Datum　d．　Aufnahlne：　　　調査年月日

Hδhe　d，　Baumschicht－2（m）；　　亜高木層の高さ（m）

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：亜高木層の植被率（％）

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchsch玉cht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

低木層の高さ（m）

低木層の植被率（％）

草本層の高さ（m）

草本層の植被率（％）

出現種数
U亘veranderte且：

C乃α’παθのψα7’∫50う彦π5α

Eπ型αブ砂。π∫6α

Rん04046π4roπ舷8〃顧8ノゾ

L∫r∫｛ψ8μα妙♪1LツZJα

丑プ読5∫α．吻。η∫oα

Ro5α　τ面‘んπ7・α∫απα

変化のなかった種

　ヒノキ　　　　　　B2

　ピサカキ　　　　　S

　ヤマツツジ　　　　S
　　ぐ　　　ヤフフン　　　　　K
　ヤブコウジ　　　　K

　テリハノイバラ　　 K
Nur　innerhalb　der　einzelnen　Schichten　quantitative

Veranderten：

Cアツ≠》診。〃z6プ’αプ妙。πfcα

Q配ノ窃45〃酬ノr∫㍑α吻zゴα

Qμ87τ麗∫gzαπ6α

量的および階層変化のあった種

　　スギ　　　　　　B2
　　シラカシ　　　　　S

　　　　　　　　　　K
　　アラカシ　　　　　S

7㍗α‘ん8ZO砂θプηZ襯α5認蜘2πvar．魏∫87’1ノ昭漉πノπ

　　　　　　　　　　　　　テイカカズラ

Qπθ’一cz45∫θ2フ闇ζz∫α

1ゼ（ヲ∫0うZα∫‘郡5ごんゴηO

CαZZ∫cαψα7πoZ♂∫∫

コナラ

ァズマネザサ

ヤブムラサキ

▽乃Z6ブノZZ6〃3♂潔α‘α孟Z〃♪3　　　　　　　ガマズミ

Ro5α77躍Zム昭07’α　　　　　　　　　　ノイバラ

Lfg配5〃躍乃0∂臨5ケbJぽ麗醒　　　　 イボタノキ

D乳yo♪彦θノ廊θノツ〃び0∫卯U　　　　　ベニシダ

0頭5ノπ8η郡5．襯伽Zα診・⑫伽5var．ブζψ・航π∫

　　　　　　　　　　　　　コチヂミザサ
。αノ・6灘zθノπα

Cαrθ∬4πηα♂ぬπα

Aんθうfα彦ブ〃わあα∫α

Lo漉667’α加。π∫cα

αθノπαψf∫彦6rη卯。プα

ナキリスゲ

ケスゲ

ミツバアケビ

スイカズラ

センニンソウ

CαZαノπα9プ05孟f5αプμノz4伽卿var．6鷹1ゆ2『勧α

　　　　　　　　　　　　　ノガリヤス

B2
K
S

S

S

K
S

S

S

K

K
K
K
K
K
K

K

1　2　　3　　4　　5　　6
’84　　’84　　’85　　’85　　’85　　’86

510351210
26　　　16　　　7　　　22　　　1　　　　2

6　6．5　6．5　　7　　7　　7

35　　　30　　　25　　　25　　　20　　　20

11．81．8222
30　　　20　　　20　　　20　　　20　　　30

7

’86

3

14

7

20

2

30

0．5　0。8　0．8　0．8　1．0　1．2　1．2

80　　．90　　　50　　　90　　　90　　　95　　　40

69　　79　　32　　83　　71　　80　　57

1・2　1・2　1・2　1・2　1・2　1。2　1・2

1・2　1。2　1・2　1。2　1・2　1・2　1・2

十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

1・2　1・2　1。2　1。2　1。2　1。2　1・2

十・2十・2十・2十。2十・2十。2十・2

十　 十　　十　 十　 十　 十　　十

3・3　3。3　2・3　2・3　2・3　2・3　．2・3

2・2　2・2　2・2　　1・2　　1・2　　152　　1・2

十。2　 …　　　　　　　十　　十　，十

1・2十・2十・2　十　　→一　　十　　十

十・2　十・2　1。2　1。2　1・2　十・2　十・2

4・4　4。4　4・4　4・4　4・4　4・4　4・4

2。3　 2・3　 1・2　2。3　2・3　3・3　十。3

2・3　2・3　1。2　1。2　2・2　2。3　3・3

2。2十・2　十　十・2十・2　十　　十

十。2　　・　　　。　　十　　 十　 十・2十・2

十・2　　十　　 十　　 十　 十・2　1・2十・2

十　十・2　十　　十　　十　　→一　　十

1。2十・2　十　　十　　十　　十　　十

十　 十・2　十・2十・2　十・2十。2　十・2

十。2　1・2十・2十。2十。2十・2十。2

1・2　1・2　1・2　1。2　1・2　2・2　2。2

1。2　1。2　1・2　2・2　2・2　2・2　十・2

十・2十。2十・2十・2十・2　1・2十。2

十　　十　　十　　十　　十　　十　十。2

十　　 十　　 十　 十・2　十。2　十・2　　十

十　　 十　　 十　　1・2　1。2　1・2　　十
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Entweder　verschwunden　oder　neu　aufgetaucht：

消長および消長に伴う量的変化のあった種

Bプ0κ∬0ηθ彦∫α肋乞田0葱

α8’んア・αうαプろ∫πθ御尋5

AηψθZoρ5∫5δrθηψ8磁ηα4Zα’α

W㍑θがαガ。渤襯4α

5砂プ侃ゴ砂。π加

E％5αψ檎ブ砂。ηfcα

π8‘〃α窺加5∫頑8鍬5

L碗4θプαgzαz4cα

CαZ砒αψαゴ妙。沈α

w伽プππηLπ万9屈f

Pbπ7”’ん∫αθαη∫ZZO5α　var．　Zα87∫5

H∂5診αη30η如πα

コウゾ　　 S

リョウブ　　S
ノブドウ　　S
フジ　　　S
エゴノキ　　S
ゴンズイ　　S
ヤマハッカ　 K
ヤマコウバシ　　　　S

ムラサキシキブ　　　S

ミヤマガマズミ　　　S

カマツカ　S，K
オオバギボウシ　　　K

5‘曙η09プαη3ノノ協ρozo∠subsp．η30ZZ∫55カπα

　　　　　　　ミゾシダ
V「乞oZαた8誌ん8∫f．0ゑZ4ろ0∫

Cαr鶴3‘48プ05’f‘‘α

Cα5診αηθαα・θπα彦α

5yη8漉∫∫5加z〃磁α

D煙orκノπ5〃漉αcぎ2襯ノL

5妙加アzαπ♂rαゼη6∫5α

R肱5彦沈1zo‘αゆα

ルゴ5α8〃zα仰。π∫6πηL

5α酬απ吻）oη∫oα

Bθκゐ6ηzガα鵤‘θη305α

Lツ5珈α6海αご」θ彦んプ。∫485

ケ日ルパスミレ

タガネソウ

クリ

ヤブレガサ

チゴユリ

コゴメウツギ

ヤマウルシ

マムシグサ

キバナアキギリ

クマヤナ肩

馬カトラノオ

5η認α灘プψαがαvar．　z455π万8η5∫5　　シオデ

τ々oZα92り4）0ご8ブα5　　　　　　　　タチツボスミレ

Rzめfααゐαηθ　　　　　　　　　　アカネ

P∫‘プα∫〃zα　gμα∬ゴ。ゴ4θ5

L85ρθ♂θZα砒oZOプf．α6μム蜘Zガα

E砂1zo2窃αρθ窺ηθノz∫f5

Lゼπ♂θプαoみ伽∫だ。うα

D6μ舵∫α9プαc漉5

5απ9厩∫oプ6α顔弼πα薦

K
K
K
S

K
K
K
K
．K

K
K
K
K

K

1・11。王・王・1十1・2十・2

2・21・2。十十十十
十。2十・2・十・2・十・2。
1・21。2・1・21・21・2・

十。2十・十十十十
1。11・1・十十十十
十十十1。2十・21・2。
十・2十。2・十十十十
1・2　1。2　　・　　1・2　十・2　　十　　 十

十十・・十十十
十十・十十十十
2・21・2・十・2十十・2十

2・2　2・2　　・　　1・2　十・2　　一ト・　　十

1・2　1。2　　。　　　。　十・2　十・2　　。

2・2　1・2　　・　　1・2　十・2　　。　　　・

1。1　1・1　　。　　十　 十・2十・2十・2

1。2　十・・2　　。　十・2　　十　 十。2　　・

十・2　十・2　　。　十。2　　・　十。2　　・

十十・十十1・2十・2
十十・十十十十
王。1十・1・2。十・
十十・十十十・
十十・十・・十
十十。十十1・2・
十十・十。十・Ki　十十　・十・2十・2十・2十

1

　　　●　　
●　　　9　　 ●　　

・

ニガキ　 S，K

ヤマハギ　　K
タカトウダイ　K
ダンコウバイ　　　　S

ヒメウツギ　 S

ワレモコウ　　K
A4θπq助orα甜ψ1喫yZ♂αvar．ブψ02～∫cαツリガネニンジン　　K：

L8ゆ84θ驚α伽θ7ζ9θrゴ

み〃ψZO‘05　COプθαηα

v耐α襯加94
Dη（鹿θプ∫56ε∬θ磁ηα

5η3∫魚τ漉∫2zα

Coo偲伽507窃ご配α彦π∫

Cツ〃め誠π〃3goθ珈9∫f

Lッ904加πノ妙。π伽ηz

の0磁ψ090π5必溺6邸5

1）652πo読πη3α魏〉んζy伽か3

麗r砂α5cαπ68η5

キハギ　　 K：

タンナサワフタギS，K

ナンテンハギ

ヤマイタチシダ

サルトリイバラ

アオツヅラフジ

シュンラン

カニクサ

K
K
K
K
K
S

オオアブラススキ　　K

ヌスビトハギ　　　　K

コウヤボウキ　K

十十
1・2十・十十。十
十十・十十十十
十十・十。十。2・
十十・十。・十
十十・十十十十
十・2十・十・・。
十十・十・十。
十十“。十十十十
十十・十・・十
十十・十・2十十。
・十十十十・十
・　十・2　　十　　 十　　 十　 十。2　　十

・十十十十十十
・十十十十・十
・十・2十・十1。1十
・十十十十1・1十
1。2・。・・。・
十・2。・。・・。



41

V乃z67膚ππη多ρ配8ろ。渉2層ゴ61膨〃L

yoz碑9∫αノ砂。π∫‘α

Dη（ψ≠8ガ5♂αoεα

Dゴ05‘oプθα9プα6泓fη3α

ゐ0航8プαgrα‘f妙85　var．　g勧プα

．A〃聖yが％ηzηψρo漉。πzπ

％64θノゼα5Cαπ4θ235　var．7πα∫rθゴ

∫》・礁∫ノ2Z‘55ゴθう0♂4∫α22σ

A5君θプ5coうθプ

Dゴ05corθαブ砂。癖6α

Tんめψ’8万5プ砂。π∫αz

B8功82ゼ5涜襯み8響ガ

オトコヨウゾメ

オニタビラコ

クマワラビ

タチドコロ

ウグイスカグラ

イヌワラビ

ヘクソカズラ

マルバアオダモ

シラヤマギク

ヤマノイモ

ハリガネワラビ

メギ

A5彦8プα9θ履。∫4θ5　var．んαプαθf．伽6απ疏郡5

　　　　　　　　　　　　　　　シロヨメナ
エ3081Lノπθ痒αμα如πヴbZfα

乃一πππ5η6ノ・α7ππぬ

翫η読ηαdoη昭5擁ごα

ル痘50αη疏㍑5∫ゴηθη5∫5

z，ゴ〃∫z4ηzαμ7一α臨刀L

脇冨απ～勿02zガ6α

Dゴ0560ノでαオ0々0ブ0

メヤプマオ

カスミザクラ

ナンテン

ススキ

ヤマコーリ

ヨツバハギ

トコμ

珍珈θ伽’乃9プαπ4切・ア・㈱var．オ肋zう8乞9如ノzz伽

　　　　　　　　　　　　　　　イカリソウ
．Ao召7’ρα♂η3α‘膿var．α脚θ脚乃

V漉5∫Z8£π05α

の脚f（鹿ノ砂加8Z♂απ漉。召π5f∫

丑ηゆ1Lゴ6αψα8α〃∫⑫6ブηzα

P冶按yαプ。伽∫ごα

7》宛yプ診∫52πα6プ（ψ04α

Aπ8ノπf5∫αん6f5んβαπα

Aうθ距α砂α’1Lπzα診α

ナオモミジ

サソカクツル

ビカゲミツバ

ヤフマメ

カシワバハグマ

ヤマホトトギス

イヌヨモギ

ツクバネウツギ

皿θ砂1）館r’5加グノーθ5∫αηαvar．6α♂刀α‘αヒメワラビ

S

K
K
K
K
K
S

K
S

K
S

K
K

K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
I（

K
K
K
K
K
K

十

十

十

十

十

■

●

o

●

●

o

●

9

●

●

o

●　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●

o　　　　　　　　・

■　　　　　　　　・

　0

1・1

十

2・2

十

十

十

十・2

十

十

十

十

●　　　　　　　　　●

●

o

●

●

o

o

●

●

十

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●　　　　　　　　・

o　　　　　　　　o　　　　　　　　●

●

o

●

●

●

●

■

十　　。

・　十

十　　十

・　　十

●

1・2

十

1・2

十

十

●

o

十

。

●

o

十

〇

●

十　十・2

1・2

●

●

十

十

●

●

■

●

●

o

十

2・3十・2

十　　。

十・2　・

1・2十・2

十　　・

十　　。

十　　十　1・2　・

十　　　　十　　・

十　　・　　十　　・

　　　・　　十　　・

1・2　1。2　2・2　十・2

十・2　　。　十・2　　十

十　　十　　十　　・

十　　十　　十　　十

・　　。　　十

　　　　十

　　　　十

　　　　十

　　　　十

　　　　十

。

十

●

●

十

十

十

●　　　　　　　　　●

●

十

十

●

十

十

十　　十

十　　。

・　　・　十・2　・

　⑥　量的および階層変化のあった種：17種

　消長を伴わない何らかの変化がみられた種は17種である。スギ，シラカシは昨年よりも被度が

低くなっている。他にはアラカシ，テイカカズラ，コナラ，アズマネザサ，ガマズミなどがあげ

られるが，わずかな量的な変化にとどまっている。テイカカズラは低木層および草本層にみられ，

草本層は第1次から同じ高い被度で優節しているが，低木層は小康状態をつづけている。

　（7）消長あるいは消長を伴う量的変化のみられた種：74種

　何らかの変化がみられた種は74種である。前年度の他の方形区と同様に，冬季の第3次調査の

み欠けている種が多い。第3次をのぞくと，今年度被度が低下した種にはリョウブ，ゴンズイ，

ミゾシダ，クリ，オオバギボウシなどがあげられる。また，1986年以後新たにみられた種は，ヤ

マホトトギス，イヌヨモギ，ツクバネウツギ，ヒメワラビなどである。
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　（8）動態の特性

　本調査枠はスギ，ヒノキの樹冠がまばらなために林床に直接光を受けている。また風もあたり

やすいために，林床植生が受ける外的要因が大きい。環境としてはススキ群落などの二次草原に

ちかい。従って，遷移の進行に伴なう種組成の変動が大きい傾向がある。

3．植　　物　　相

　植生調査と並行して植物相が調査された。現在までに調査区内で生育が確認されたシダ植物以

上の維管束植物について，以下にまとめられている。

　調査区域はほぼ全域がスギ，ヒノキ植林となっており，調査区内の植物栢は，植林の林床植生

に一致している。スギ，ヒノキ植林の林床植生は，管理の程度や植林されてからめ年数によって

異なるのが一般的である。また，樹冠が密にうっ閉している植分では，光不足となり林床植生は

ほとんど発達しないことがある。本調査区：では，従来定期的な下草刈り，間伐など適度な管理が

行なわれており，林床植生はある程度の撹乱を受けている。そのため，本調査区の林床植生は小

面積ながらも多くの種によって構成されている。

　一般的にスギ，ヒノキ植林内は，スギ，ヒノキの厚い葉層によって光が不足する状態に置かれ

ている。そのため，代償植生ではあるが陽地生，草原生の種は少なく，時間の経過とともに陰性

植物である潜在自然植生の構成種が復元してくる。したがって，スギ，ヒノキ植林の林床植生は，

自然植生が失われている地域での潜在自然植生の判定に際して，重要な指標となっている。本調

査区内には，シラカシ，キヅタ，ツルグミ，ヤマイタチシダ，ピサカキ，アラカシなど多くのヤ

ブツバキクラスの種が生育しており，これらの種群から潜在自然植生はシラカシ群集と判定され

た。

　現在までに，以下に示す亜種，変種，品種を含む205種目維管束植物が確認されている。

　　植物目録　Fiora　der　Untersuchungsareale

　Pteridophyもa　シダ植物

　　Os膿undaceae　ゼンマイ科

05ηz㈱4α」⑫oπ∫6αTh囎b．

　　Schizaeaceae　フサシダ科

砂904伽㎜」αρoπゴ6α（Thunb．）Sw．

　　Pteridaceae　イノモトソウ科

P渉θ万4伽彫αg％製靴ηz（Linn．）K曲n　va二Zα吻56πZ％那（Desv．）Und．

P’θプ露σ6‘∫6αL呈nn．

P耀読響4αPoir．

　　Aspidiaceae　オシダ科

ゼンマイ

カニクサ

ワラビ

八戸バノイノモトソウ

イノモトソウ



D賀yρμ爾5う歪∬θ吻ηα（Bak．）C．　Chτ．

1）．67ツ漉プ0507α（Eat．）0．　Ktze．

2）．Zα‘θητ　（Thunb．）　O．　Kltze．

Lα5かθαメ妙。短ατ（Bak，）Cope1．

L．oあ9砂んZε腕α（Bak．）Copel．　var．6Z（ぽαπ3（Koi（鑑z．）Tagawa

∫物ε‘劾9麺∫彫ゆ6Zゼαπα（Maxlm．）Tagawa

5‘69ηogr襯襯ρoz（りKlwats．　subsp．呪磁∬乞〃zαK．　lwats．

　　Gym逓ospermae裸子植物

　　　Pinaceae　マツ科

湾ηz654επ5沸orαSieb．　et　Zucc．

　　　蟹axodiaceae　スギ科

Cプ距孟。卿θ万αメ砂。π∫6α（Li難n．）fi1．　D．　Don．

　　　Cupressaceaeヒノキ科

C乃αηzαθ6個口クα万30玩z65α　（Sieb．　et　Z慧cc．）　Sieb。　et　Zucc．

　Angiospennae　被子植物

　M◎nocotyle面neae単子葉植物

　　　Gra鵬ineae　イネ科

C々Zα彫α9プ05‘ビ5αr％π読ηα66α（Linn．

ヤマイタチシダ

ベニシダ

クマワラビ

ハリガネワラビ

ヒメワラビ

ナライシダ

ミゾシダ

アカマツ

スギ

ヒノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）Roth．　var．うプα01ゆr∫6加（Steud．）Hack．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノガリヤス

盈5cαπ読π55加θ郷∫5　Anderss．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

ρρ♂∫遡6ππ5ππ認磁旋♂伽5（Ard．）Roemer　et　Schu｝tes　　　　　　ケチヂミザサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．」41）o沈％5（S£eud．）Koidz．　　　　　コチヂミザサ

乃ツZZo伽61妙55π〃3ムπ5寵漉5　S1eb．　eεZucc．　　　　　　　　　　　　マダケ

飾ゴ。うZα伽∫oん伽（Franch．　et　SavaのMak三no　　　　　　　　　アズマネザサ

R）αα6プoZθ％‘αSte疑d．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミゾイチゴツナギ

＆z5απ吻。π∫cα（Makino）Makino　　　　　　　　　　　　　　　ミャコザサ

の。漉（4）ogoπ5のか記π5　Thn．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオアブラススキ

　　　Cypeτaceaeカヤツりグサ科

Cαプθ諾うrθ切6z4刀毎5　R．　Br。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオろケP

C．4碗6ho5’αc1げαHayata　var．　gZαう8〃伽α（Ohwi）T．　Koyama　　　ミヤマカンスゲ

C．4z卿α露απαFranch．　et　Savat．　　　　　　　　　　　　　　　　ケスゲ

C．Zαπ680Zα’αBoott　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒカゲスゲ

C．Z6η’αD．　Don　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナキリスゲ

C．ραプ‘〃70rαBoott　var．駕4‘rogZo5詔（Fr．　et　Sav．）Ohw玉　　　　コジュズスゲ

43
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C．詔。加伽θπ5ゴ∫Fr．　Schm．　vaτ．αZ’θrπ鋸。㍑（Fra無ch。）Ohwi

　　　　Pal鶏ae　ヤシ科

7｝α吻ατ吻5乃伽履（Hook）H．　Wendl．

　　　　Araceae　サトイモ科

Aが㌶θηzα56プπz伽解（Thu烈b．）Scho批．

　　　　Co鵬mel藍ゑaceae

Co〃z彫（ヌあηα　‘o窺窺Zf麗ぽ5　Linn．

　　　　nliaceaeユリ科

AZZ勿刀z　gブ破yゴRegel

D∫功or瑚z　58∬漉Don

D．5雁Zα6勿％物A．Gray

H白雪6プ06α醗5ルZ斑（Li籍隷．）Linn．　var．ん吻απ∫o　Regel

Hσ5’α辮。π伽αF．Maekawa

乙ゴたz6解αzびα～勉〃3　Liadl．

しか砂θμα磁ツ♂ZαWang　et　Trang

O下野）090π」砂。πゴ。％5（L，inn．　f玉L）Ker－Gaw1．

0．o肋がOkuyama

O．μαπ配＠％∫Nakai

P∂ζygoπα’z6御ルZα漉〃z　A。　Gray

RZα5伽議％規Maxim．

5呪∫Zα」じ‘hガπα　】しinn．

8．π吻。耽αMiq．

5．プψα万αA．DC．　var。㍑∬％擁π5ゼ5（Regel）Hara　et　Koyama

7テfρ：yプ廊5解α67ρρo滅zMiq．

　　　Dioscoreaceae　ヤマノイモ科

D∫o∫oo御9プα6雌物Miq．

Z）．」妙0痂αZ

D．54功6御ZoうβTh登nb，

D．’o々oro　Max圭m．

　　　Orchidaceae　　ラン手当

qソη多腕読麗御g・06r∫πg琵（Reichb．　fiL）Reichb．　fi1．

　1）圭coty蓋e虚oneae　双子葉植物

　　　Choripetalae　離弁花類

　　　Saururaceae　ドクダミ科

オオイトスゲ

シュロ

ツユクサ科

ムラサキマムシグサ

ツユクサ

ノビル

ポウチャクソウ

チゴユリ

　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ヤフカンゾウ

汁粉バギボウシ

ヤマユリ

ヤブラン

ジャノヒゲ

ナガバジャノヒゲ

オオパジャノヒゲ

ナルコユリ

ミヤマナルコユリ

サルトリイバラ

タチシオデ

シオデ

ヤマホトトギス

タチドコロ

ヤマノイモ

キクバドコロ

オニドコロ

ソユスフン



撒）z躍‘z妙ηゴαcoブぬ’αThunb．

　　　ChloraRthaceae　センリョウ科

C乃Zoπzπ診んz65」聯》oηf6z45　Sieb．

C．5θブ㎎魏5（Thunb．）Roem．　et　Sch縫1t．

　　　董3etulaceae　カバノキ科

Cα厚）勿z65　Zακ卯。㍑（Sieb．　et　Zucc．）Blume

　　　Fagaceae　ブナ科

αz5’απθασθηα臨Sieb．　et　Zucc．

Q％6κπ5gZα銘‘αThu籍b．

Q．喫ソプ5勿α頃）あαBlume

Q．5εr鵤’αThu登b．

　　　Ul】maceae　ニレ科

碑》磁παπぬθα宴〉θプα（Thunb．）Planch

C8砒55勿8競5　Pers．　var．」妙伽ゼ6α（Planch，）Nakai

Z讃。ηα5εr彫α（Thunb．）Makino

　　　Moxaceae　クワ科

βrOZf∬oπ（3擁α々α蔑πo窺Sieb．

Moη431う。㎜灸y6ゴ∫Koidz．

　　　Urticaceae　イラクサ科

Bo8ゐ賜6ガαπψoπoπ勿θαKoidz．

B．〆）彪次τπ洒あαFra難ch．　et　Sa▽at．

B．功乞6α渉α（Thu難1）．）Th慧11b．

　　　Polygonac㈱e　タデ科

ぞb砂goππ窺方Z〃bプ物8　Thu難b．　var．πθo捗Z〃bプ解θ（Nakai）Ohwi

　　　Amaranthaceae　ヒユ科

ん1姻rα箆躍θ5」砂。競α（Miq．）Nakai

　　　Caryophyllaceae　ナデシコ科

義yo傭5痂9㍑θz伽αRohrb．

　　　Ra丘unculaceaeキンポウゲ科

Aπθ彫。π（4》5∫5鯉α6π4》疫yZZαSiel）．　et　Zucc．

α伽痂9α吻ψZθ¢Wormsk．

CZ6窺αあ∫’θηz壇。鵤DC．

　　　Lard圭zabaceae　アケビ科

A舵腕αg㍑勿α’α（Thu議h）Decaisne

ドクダミ

ヒトリシズカ

フタリシズカ

アカシデ

クリ

アラカシ

シラカシ

コナラ

ムクノキ

エノキ

ケヤキ

コウ．ゾ

ヤマグワ

カラムシ

メヤブマオ

コアカソ

シンミズヒキ

ヒカゲイノコズチ

フシグロセンノウ

レンゲショウマ

サラシナショウマ

センニンソウ

アケビ
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．A．彦r〃bZ珈♂α（Thu鍛1）．）Koidz．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバアケビ

　　　Berber雌aceae　メギ科

の吻8漉膿9πzπ4沸。捌規Morr．　var諾勧舶θプ9∫碗撚（Miq．）Naka圭イカリソウ

翫π読ηα40ηz63距侃Thunb．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　ナンテン

　　　Me韮ispermaceae　ツヅラフジ科

Co6‘％伽5’がZo伽5（Thunb。）DC．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオツヅラフジ

　　　Magnoliaceae　モクレン科

K比45蹴αブ妙。競α（Thunb，）Duna1　　　　　　　　　　　　　サネカズラ

MαgπoZ毎。み。ηα薦Thunberg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホオノキ

　　　■auraceae　クスノキ科

し伽鹿㍑gZαπ6α（Sieb．　et　Zucc．）Blume　　　　　　　　　　　　　　ヤマコウバシ

2＞勿Z露36α5θrぎ6θα（Blume）Koidz．　　　　　　　　　　　　　　　　　シロダモ

　　　Cruciferae　アブラナ科

Cαrぬ痂鰐！Zθ銘05αWith．　　　　　　　　　　　　　　　　タネツケバナ

　　　Saxifragaceae　ユキノシタ科

A漉1∂ε漉‘πψ1妙翫Knoll　　　　　　　　　　　　　　　　チダケサシ

A漉％舶θ㎎％（Sieb．　e宅Z“cc．）Miq．　　　　　　　　　　　　　　アカショウマ

D6z‘彦幻α6r8πα如Sieb．　et　Zucc．　　　　　　　　　　　　　　　ウツギ

D．9ηz厩あ5Sieb．　et　Zucc．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメウツギ

臨み侃gθα痂プ’α（Thunb．）Siebold．　　　　　　　　　　　　　コアジサイ

E駕α6r砂面ZZα（Thunb．）Ser．　var．αo％痂繊，α（Sieb．　et　Zucc．）Makino　ヤマアジサイ

Eρα窺6z4α’αS圭eboid　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノリウツギ

　　　Rosaceae　バラ科

D躍h6∫η6α‘ゐη卿，肱（Zo11．　et　Mor．）Miq．　　　　　　　　　　　ヘビイチゴ

Kθr擁α」⑫o厩。α（L玉nn．）DC．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマブキ

∫b％r’痂αθα切♂Zo5α（Thunb．）Decne．　var．　Zαθ甑5（Thunb．）Stapf．　　カマツカ

P鵡π螂grの翻αMax呈m．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ウワミズザクラ

P．ηθプ6‘襯ぬ（Kloidz。）Koehne　　　　　　　　　　　　　　カスミザクラ

Ro5α彫㍑Z姦プZo㍑Thunb．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイバラ

R．”ぎ01珈プ厩απαCr6p．　　　　　　　　　　　　　　　　　テリハノイバラ

R駕う％5ραZ沸α魏3Thunb，　var，6gρ友功1曖y〃％5（A．　Gray）Koidz．　　　　モミジイチゴ

5’（ψhα繊πぬα勿。∫5α（Thunb．）Zabe1．　　　．　　　　　　　　　コゴメゥッギ

　　　LegU憩imsae　マメ科

4加3声プ’観♂Maxim．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホドイモ



A吻）痂6α厚）αθαθ4gθτθoプ6みだBenth．▽ar．血ρoπ云α01ver

D65ητo読z6吻．痘♂砲¢Sch短（11．

D．o灘妙極yπz4彫DC．

エ）z6物6z5如∫プz耀6錺αSieb．　et　Zucc．

ゐゆ読辮みか‘oZ・r　Turcz．

ゐ．諏87g爾Miq．　f．πo欝肋Z毎Matsum．

腔6忽π勿。鷹αzMatsum．

顎％π〃z69αA．　Br，

　　　Oxa星idaceae　カタバミ科

0ζむα♂∫3coγηガ6zノζτ此τ　Li難逡．

　　　Rutaceae　ミカン科

Bo8箆窺η9んzπ36ηガα」αρo窺。α　Nakai

O万忽」αメ》oη∫cαThunb．

Zαπ疏。叙yZz切zρψ6制縛z6ηz（Linn．）DC。

Z、36ん勿〃bZ珈魏Sieb．　et　Zucc．

　　　S圭嫌aroubacea聡　ニガキ科

E‘耀5呪πg颯∫3fof485（D．　Don）Benn．

　　　Euphorbiaceae　トウダイグサ科

加ρ乃πψ疫ソZ川面刀z4〃ρ少04銘吻M玉q．

E凌ρ乃orあαρ8々勿｛～π5ゴ3　Rupr．

E．5励oZ4伽αMorr．　et　Decne．

砿詔。魏∫」αρo嬬π3（Thunb．）Mue1L　Arg．

　　　Anacardiaceae　ウルシ科

R勧5α甥6ゴg礁Laval16e，　ex　Dippel

R。〃沈んooαゆんz　Miq，

　　　Aq磁fohaceae　モチノキ科

1Zθ∬蝦αcブqカ。滅z　Miq．

　　　Celastraceae　ニシキギ科

C8Zα5〃z450プう∫α4Zα孟Z硲Thunb．．

E㍑oπツ彿％5認α魏5（Thun1）．）Sieb．

　　　　　f．‘ぎZ毎Jo46箆如’π5（Franch．　et　Savat．）Hiyama

E．プ6プ伽ε∫（Turcz．）Hand．一Mazz．　var．㎎4加π5（Sieb．，

E・o¢砂陵yZ伽5　Miq．

E．5詑60Z読αη祝3　Blume

ヤブマメ

ヤブハギ

ヌスビトハギ

ノササゲ

キハギ

ヤマハギ

ヨツパハギ

ナンテンハギ

カ．タバミ

マツカゼソウ

コクサギ

サンショウ

イヌザンショウ

ニガキ

ユズリハ

タカトウダイ

ナツトウダイ

アカメガシワ

ツタウルシ

ヤマウルシ

アオハダ

　　　　　　　　　　ツルウメモドキ

　　　　　　　　　　ニシキギ

　　　　　　　　　　コマユミ

ex　Mig）Rehd．ツルマサキ

　　　　　　　　　　ツ．リバナ

　　　　　　　　　　マ、凡ユ，ミ
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　　　　蹴aphyleaceae　ミツバウツギ科

翫5α励f5」妙・癬α（Thunb．）Kanitz

＆ヶ妙1凌ゾ8α6彿駕α磁z（Thunb．）DC．

　　　　Aceraceae　カエデ科

ノ1‘6プ解。アzo　Max三m．　var．窺π7規。㍑渉z∫ηz届τη

Aρα伽α魏彫Thu曲．　Var．α彫08π％㎜（Carr．）Ohwi

　　　　Saもiaceae　アワブキ科

MθZゴ。∫窺α刀z∠ソガαπ論αS圭eb．　et　Zucc．

　　　　Rha川下aceae　クロウメモドキ科

Bεκhθ刀zfαプα6θηzo5αSieb．　et　Zucc。

　　　　Vi認ceaeブドウ科

・4勿θ勿5ゴ5わプ8吻64繊‘ぬ如（Maxim、）Trautv．

％プぬθπocゼ55z65’万cz己宴）ゴ4αオα　（Sieb．　et　Zucc．）Pianch．

▽髭ガ3／Z8κz60乱z　Th簸nb．

　　　　Theaceae　ツバキ科

E雄yα」砂02zゴ6αThunb

乃7・π5’プ08ηzゼα9ツηz卿z下野α（Wigh£et　Arn．）Sprague

　　　　Violaceae　スミレ科

VゴoZ48ア砂068㍑5　A　Gray

V．ん民田Miqud　マルバスミレ　f．　o々訪。∫（Makino）F。　Maekawa

V．η62・80繊ぬA．Gray　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

y．ツ8go8競5　Maxim．

　　　Elaeagnaceaeゲミ科

EZα8α9πz‘5　g勧㍑Thunb．

　　　Onagraceae　アカバナ科

C〃αzαz〃20Z距5　Sieb．　et　Z賢cc．

　　　Araliaceae　ウコギ科

Ao碑孟ん（脚ηα¢功伽∫π∫（Linn．　flL）Miq．

Aプ読α8Zα’α（Miq．）Seemann

茄厩α」＠oπゼ6α（Thunb．）Decne．　et　Planch

玩4εrα殖。励磁（Miq．）Bean

　　　U搬be磁£eraeセリ科

5勿欲ψ勿zμπ6翫α吻‘ガ靴（Maxlm．）Ki亡agawa

3．勉ゐ。θπ5f5（Yabe，　ex　Hisauti）Kitagawa

ゴンズイ

ミツバウツギ

エンコウカエデ

オオモミジ

アワブキ

クマヤナギ

ノブドウ

　　　　　ず
ナツツタ

サンカクヅル

ピサカキ

遊ッコク

タチツボスミ

　　　　　　ずケマルハスミ

ツボスミレ

ヒカゲスミレ

ツルグミ

ミズタマソウ

ヤマウコギ

タラノキ

ヤツデ

キヅタ

カノ．ツメソウ

ヒカゲミツバ

レ

レ



　　　　Cornaceae　ミズキ科

Co祝日5加α6勿力。ぬC．　A．　Mey．

翫Z㎜伽9’ぎα」＠o漉。α（Thunb．）EG．　Dietr．

Gamope重alae　合弁花類

　　　　C豆eもhraceae　リョウブ科

CZ8読プα6αrろ勿θr加5　Sieb．　et　Zucc．

　　　　Ericaceae　ツツジ科

R乃04048ηみαz々α6ηz露揮Planch．

万ψ8’αあ∫αメ）αηfα6ZαオαSieb．　et　Zucc．

　　　Myrsinaceae　ヤブコウジ科

Ar漉5∫αノ妙。厩‘α（Thu曲．）Blume

　　　Primulaceae　サクラソウ科

エ≧ソ5∫ルzα6hゼα　oZε孟んro∫485　Duby

ゐ．メ⑫o厩6αThunb．

　　　EbeRaceae　カキノキ科

1万。功ツプ03々α葱Thunb．

　　　Symplocaceae　ハイノキ科

5yηzμ06056痂麗η∫∫5（Lour．）Druce　f．μZo5α（Nakai）Ohw圭

3．ooプ8απα（L6veil16）Ohwi

　　　S趣racaceae　エゴノキ科

5彦ツプζz¢ノ砂。πゴ‘αSieb．　et　Zucc．

　　　Oleaceae　モクセイ科

ルα劣∫η％55ゴ8うoZ読αηα　Blur【｝e

1⊃∫gz45‘「z6解」妙。πぽα6ηz　Thunb．

ム。伽∫ヴb伽魁

　　　Gentianaceae　リンドウ科

G6漉αηα5励鵤B砥nge　var．伽8rg8擁（Miq．）Maxim．

　　　Apocynaceaeキョウチクトウ科

野αc舵Zo宴）θr彿％勉α5忽ゴ。％吻（Sieb．　et　Zucc．）Nakai

　　　Asclepiadaceae　ガガイモ科

乃ノZ｛励。㍑副5’oZo磁。’4θ5　Mlq．

　　　Boraginaceae　ムラサキ科

0吻hαZo4ε5」＠oη加（Thunb．）Maxim．

　　　Verbenaceae　クマツヅラ科

クマノミズキ

ハナイカダ

リョウブ

ヤマツ．ツジ

ホツツジ

ヤブコ．ウジ

オカトラノオ

コナスビ

カキノキ

サワフタギ

タンナサワフタギ

エゴノキ

マルバアオダモ

ネズミモチ

イボタノキ

リンドウ

テイカカズラ

オオカモメヅル

ヤマルリソウ
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Cα醗傷ゆα」碑）o漉ατThunb．　　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキシキブ

C・呪oZZ∫5　Sieb．　et　Zucc．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブムラサキ

α8roゐηみ。π厩。乃。‘o臓彫Thu曲．　　　　　　　　　　　　　　クサギ

　　　Laもiatae　シソ科

即時9ππ吻。π8競5Makino　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュウニヒトエ

PZθ6かαη漉π5勿ガa肥5（Thunl）．）Vah1．　ex　Benth．　　　　　　　　　　ヤマハッカ

＆zZτ7毎ノ碑）oπ∫ατTh羅nb．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノタムラソウ

5・π吻侃∫cαMiq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キバナアキギリ

7セz66万z6ηz　j妙。π記z6窺Houtt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニガクサ

　　　Solamceae　ナス科

30Zαππ窺4yプα魏解Thunb．　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒヨドリジョウゴ

　　　Scrophular圭aceae　ゴマノバグサ科

50r砂んπZα万α加肋4θπ5∫5　Franch．　　　　　　　　　　　　　　　オォヒナノウスツボ

　　　Phrymaceae　ハエドクソウ科

搬貿y吻βZゆ’05如61砂αL沁n．var．α5fα’廊αHara　　　　　　　　　　　ハエドクソウ

　　　Rubiaceae　アカネ科

GαZ謡蛸脚π漉αNakai　et　Hara　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヌタソウ

拓8融r如∬απぬ窩（Lo殺r．）Merrili　var．脚加♂（L6velli6）Hara　　ヘクソカズラ

R訪臨盈αη8Naki　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカネ

　　　Caprifol圭aceae　スイカズラ科

ゐ。嬬εプαg㍑6πψ65M圭q．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマウグイスカグラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　gZα軌αMiq．　　　　　　　　　　　ウグイスカグラ

＆z況諏6％55∫8うoZ漉αηαBlume，　ex　Graebn．　　　　　　　　　　　　　ニワトコ

V写6z〃ッ2z4？7τ　4乞Zα女τ～隻z6か3　Thunb．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ「マズ「ミ

Vlズ）1露860〃廊1≧z6刀z　Sieb．　e£Zucc．　　　　　　　　　　　　　　　　オトコヨウゾメ

肌ρ砒α伽窺Thunb．　var．’o物η’05撚（Th囎b，）Mique1　　　　　ヤブデマリ

V．ωプ喀ゐ漉Mlq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミャマガマズミ

　　　Cucurbitaceae　ウ1」科・

G露05‘θ魏窩αρθ徹ψ1妙ZZπ㎜（Thunb．）Makino　　　　　　　　　　アマチャヅル

　　　Campa瀧ulaceae　キキョウ科

A4θπ9助orα’ガρ1凌y〃α（Thunb，）A．　DC．　vaL　j⑫oη∫oα（Rege1）Hara　ツリガネニンジン

Co40πoブ》5露Zαπ‘80Zα’α（Sieb．　et　Zucc．）Trau之v．　　　　　　　　　ツルニンジン

　　　　Compositae　キク科

A勿51毎θααoθプ〃わZ∫αSchukz　Bipo無t．　var．5％6砂。滅z　Nakai　　　　ナクモミジバグマ
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A5彦θrαg8rα’o∫4θ5　Turcz．　var．　hαrαθ（Makino）Kitam．　f．　Z6躍α窺肱5　Honda　シロヨメナ

．A・56α68r　Thunb．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シラヤマギク

Cαηう65∫z6ηz読τα擁6α‘z6ηz　Sieb．　e£Zucc．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガンクビソウ

珍ゴ9θro箆∫）腕Zα4θ自りん此Z己5　Linn・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハルジオン

血θが54θ彫磁α（Thunb．）Nakai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニガナ

Lα6魏σα㎎44θαπαMaxim．　var．θ♂α∫α（Hemsi．）Kitam．　　　　　　ヤマニガナ

乃吻αroうπ鋤（Maxim．）Beauverd　　　　　　　　　　　　　　カシワパバグマ

R∬α箆4θπ5（Thunb．）Sch．　Bip．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウヤボウキ

融π副θ廊加肋α如（Thunb．）Maxi庶　　　　　　　　　　　　　　ヤブレガサ

Y碗πgfα」畷）02z詫α（Linn．）DC．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニタビラコ


